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ヴ

ェ
ト
ナ
ム
繋
朝
初
期
の
清
化
集
圏
に
つ
い
て

は

じ

め

に

第
一
章
滑
化
集
圏
の
形
成

第

一
節
抗
明
戦
と
清
化
集
囲

第
二
節
開
園
功
臣
と
清
化
集
圏

第
二
章
清
化
集
園
の
展
開

第
一
節
太
租

・
太
宗
期
の
政
権

第
二

節

仁

宗
朝
の
政
権

第
三
節
清
化
集
圏
下
位
の
動
向

第
三
章
滑
化
集
飼
の
再
編

第
一
節
禦
宜
民
の
ク
ー
デ
タ

第
二
節
滑
化
集
固
に
よ
る
逆
ク

ー
デ
タ

第
三
節
聖
宗
初
期
の
政
策

お

わ

り

に

t主

tこ

じ

め

従
来
よ
り
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
前
近
代
史
上
、
察
朝
の
五
代
皇
帝
聖
宗
〈
在
位
一四
六
0
1九
七
)
が
、 j""¥、

尾

隆

生
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最
も
強
力
に
し
て
安
定
し
た
集
権
園
家
を



(
1〉

築
い
た
こ
と
は
通
読
と
な
っ
て
い
る
。
彼
の
主
な
業
績
と
し
て
は
、
例
え
ば
圏
内
で
は
主
に
明
制
に
範
を
と
っ
た
官
僚
制
及
び
軍
制
の
整
備
、

(

2

)

(

3

)

 

唐
律
に
範
を
と
り
な
が
ら
も
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
濁
自
の
慣
習
等
を
も
加
味
し
た
刑
律
の
制
定
施
行
、
洪
徳
均
田
制
の
賓
施
、
劃
外
的
に
は
南
方
チ
ャ

ン
パ
、
西
方
ラ
オ
ス
等
周
遊
諸
園
へ
の
遠
征
等
が
あ
り
、
通
読
の
評
債
そ
の
も
の
に
誤
り
は
な
か
ろ
う
。
な
か
で
も
文
武
の
官
僚
制
の
整
備
は

他
の
政
策
に
先
ん
じ
て
行
な
わ
れ
、
彼
の
成
功
の
重
要
な
鍵
と
な
っ
た
。
但
し
、

こ
の
官
僚
制
の
整
備
は
聖
宗
一
代
で
成
し
得
た
の
で
は
な

く
、
家
朝
の
成
立
時
か
ら
行
な
わ
れ
て
き
た
集
権
園
家
完
成
へ
の
諸
一帝
の
営
み
が
寅
を
結
ん
だ
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
は
、
そ
の

官
僚
制
の
武
直
を
捲
っ
た
「
清
化
集
圏
」
に
つ
い
て
、
そ
の
形
成
か
ら
皇
帝
直
属
の
軍
事
集
固
に
な
る
ま
で
の
過
程
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
妻
初
の
官
僚
制
度
を
扱
っ
た
先
行
研
究
と
し
て
は
、
藤
原
利
一
郎
氏
、

J
-
K
・
ウ
イ

ッ
ト

モ
ア
氏
、
佐
世
俊
久
氏
等
の
研
究

が
あ
る
。
自
説
展
開
の
前
提
と
し
て
、
ま
ず
こ
れ
ら
諸
氏
の
研
究
内
容
を
大
ま
か
に
紹
介
し
、
併
せ
て
問
題
黙
を
提
起
し
て
お
き
た
い
。

〈

4
)

ま
ず
藤
原
氏
は
二
本
の
論
文
で
、
光
順
六
年
(
一
四
六
五
)
頃
よ
り
始
ま
る
聖
宗
の
官
制
改
革
の
内
容
と
、
そ
の
寅
施
に
あ
た
り
、
障
害
と

な
っ
て
い
た
繋
朝
開
園
功
臣
に
よ
る
政
権
支
配
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
レ
る
。

〈

5

)

(

6

)

次
に
ウ
イ
ッ
ト
モ
ア
氏
に
つ
い
て
。
本
章
で
述
べ
る
が
、
家
朝
の
太
粗
禦
利
は
一
四
一
八
年
に
故
郷
に
近
い
清
化
(
タ
ィ
ン
ホ
ア
省
)
藍
山

で
、
明
の
支
配
に
劃
す
る
兵
を
奉
げ
た
。

彼
に
従
っ
た
諸
賂
(
即
ち
こ
の
う
ち
何
ら
か
の
功
を
た
て
、
か
つ
生
き
残
っ
た
も
の
が
諸
史
料
や
藤
原
氏
の
言

う
所
の
開
園
功
臣
に
嘗
た
る
)
に
は
清
化
及
び
そ
の
南
郷
の
父
安
(
ゲ
ア
ン
・
ハ
テ
ィ
ン
省
)
の
出
身
者
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
氏
は
こ
の
集
圏
を

タ
ィ
ン
ホ
ア
!
グ
ル
ー
プ
(
清
化
集
圃
)
と
名
附
け
た
。
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そ
し
て
主
と
し
て
武
人
的
な
こ
の
集
圏
が

初
期
の
察
朝
の
質
権
を
握
り
、

首
都
ハ

ノ
イ
の
あ
る
紅
河
デ
ル
タ
地
方
出
身
の
文
人
勢
力
と
政
治
的
に
抗
争
し
、
最
終
的
に
聖
宗
が
こ
の
雨
者
の
融
合
に
成
功
し
た
と
い
う
史
像
を
描

、
R

-

。

h
u
w
φ
ι
ド

793 

(
7〉

最
後
に
佐
世
氏
は
、
上
記
二
者
の
論
黙
を
ふ
ま
え
て
、
科
事
の
振
興
に
よ
る
文
人
勢
力
の
進
出
と
、
中
間
か
ら
の
安
南
圏
王
へ
の
妨
封
に
よ

る
皇
帝
権
の
昂
揚
が
、
開
園
功
臣
を
抑
え
、
聖
宗
期
に
君
主
濁
裁
制
が
成
立
し
た
と
す
る
。
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本
稿
で
述
べ
る
「
清
化
集
圏
」
に
観
黙
を
絞
っ
て
み
た
場
合
、
特
に
こ
の
概
念
を
案
出
し
た
ウ
イ
ッ
ト
モ
ア
氏
に
は
次
の
よ
う
な
問
題
黙
が

あ
る
。ま

ず
第
一
に
、
開
園
功
臣
と
清
化
集
固
と
の
厳
密
な
匡
別
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
そ
の
ま
ま
こ
の
清
北
集
圏
と
い
う
概
念
を
用
い
る

こ
と
は
、
デ
ル
タ
封
清
化
と
い
う
構
聞
を
描
く
以
上
、
そ
の
有
数
性
を
損
な
う
恐
れ
が
あ
る
ば
か
り
か
、
危
険
さ
え
感
じ
ら
れ
る
。

第
二
に
、
第

一
の
結
果
、

清
化
集
圏
の
分
析
は
そ
の
高
位
の
者
の
動
向
に
限
ら
れ
、

集
圏
の
権
力
の
土
蓋
と
な
っ
た
禁
軍
そ
の
他
(
第
二
章

第
三
節
で
論
ず
る
〉
の
分
析
が
十
分
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
魚
、

な
ぜ
聖
宗
の
ク
ー
デ
タ
が
成
功
し
た
の
か
、
事
宗
の
文
武
官
僚
組
織
の
再

編
が
可
能
で
あ
っ
た
か
と
い
う
疑
問
に
十
分
答
え
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
ま
ず
ウ
ィ

γ

ト
モ
ア
氏
の
言
う
「
清
化
集
園
」
や
諸
史
料
に
み
え
る
「
開
園
功
臣
」
と
い
っ
た
概
念
の
匡
別
を
は
っ
き

り
さ
せ
る
こ
と
か
ら
論
を
す
す
め
て
ゆ
き
た
い
。

第
一
量

清
化
集
囲
の
形
成
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第
一
節

抗
明
戦
と
清
化
集
闇

清
化
地
方
は
紅
河
デ
ル
タ
側
か
ら
見
た
場
合
、
魅
力
あ
る
南
方
海
岸
卒
野
部
へ
の
連
絡
路
で
あ
る
と
い
う
貼
、
南
方
チ
ャ
ン
パ
へ
の
攻
撃
・

(

8

)

 

防
禦
の
竣
黙
と
な
る
貼
、
ラ
オ
ス
と
の
園
境
に
あ
た
る
チ
ュ
オ

ン
ソ
ン
(
長
山
)
山
服
地
方
産
出
の
珍
貴
な
品
々
の
集
積
地
で
あ
る
と
い
う
勲
、

(
9〉

ま
た
同
地
自
瞳
が
マ

l
河
・
チ
ュ

I
河
と
い
う
こ
大
河
川
に
よ
る
デ
ル
タ
を
有
し
て
い
る
と
い
う
黙
で
、
非
常
に
重
要
な
地
で
あ
っ
た
。
鶏

に
、
禦
朝
以
前
の
諸
王
朝
は
、
紅
河
デ
ル
タ
地
方
に
都
を
構
え
つ
つ
も
、
同
地
の
支
配
経
営
に
意
を
注
い
で
き
た
。
し
か
し
、
古
田
元
夫
氏
が

(

m

)

 

ま
と
め
ら
れ
た
様
に
、
紅
河
デ
ル
タ
地
方
と
は
寧
卒
地
方
の
山
地
で
さ
え
ぎ
ら
れ
、
西
及
び
西
北
方
面
に
ラ
オ
ス
に
連
な
る
山
岳
地
帯
を
控
え

た
同
地
は
、
紅
河
デ
ル
タ
の
政
権
に
劃
す
る
反
蹴
の
竣
黙
と
な
り
易
く
、
言
い
換
れ
ば
容
易
に
別
勢
力
を
形
成
し
得
た
の
で
あ
る
。



振
遣
軍
に
滅
ぼ
さ
れ
た
。

聖
元
元
年
(
一
四
O
O
)
三
月
、
陳
朝
は
外
戚
胡
氏
に
よ
っ
て
纂
奪
さ
れ
る
。

東
開
城
(
ハ
ノ
イ
〉
に
交
祉
布
政
司
を
置
い
て
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
内
地
化
を
す
す
め
る
明
に
封
し
、

そ
の
胡
氏
政
権
も
陳
朝
復
興
を
口
賓
と
す
る
明
の
永
繁
一
帝
の

各
地
で
反
範
が
起

こ
る
が
、
そ
の
中
で
最
大
規
模
を
ほ
こ
っ
た
陳
氏
の
末
喬
陳
簡
定
・
陳
季
擦
の
反
凱
も
、
紅
河
デ
ル
タ
地
方
に
主
力
を
お
い
た
明
に
劃
し
て
清

(

日

〉

化
以
南
の
地
(
海
西
地
方
〉
で
勢
力
を
は
っ
た
。

内
紛
に
乗
じ
て
こ
の
反
飽
が
明
に
よ
っ
て
撃
破
さ
れ
た
後
、
震
利
が
拳
兵
し
た
の
も
こ
の
清

化
の
地
で
あ
っ
た
。

永
繁
十
六
年
〈
一
四
一
八
)
正
月
、
物
常
利
は
清
化
藍
山
郷
で
奉
兵
し
た
。

化
集
圏
と
規
定
す
る
に
は
大
き
な
疑
問
が
あ
る
。
ウ
イ
ッ
ト
モ
ア
氏
は
、
震
利
集
圏
内
の
人
物
で
出
身
地
の
知
れ
る
者
の
う
ち
、
清
化
以
外
の

〈ロ〉

者
は
玩
薦
、
活
文
巧
、
劉
仁
溺
、
陳
汗
の
四
名
し
か
存
在
し
て
い
な
い
黙
を
強
調
し
て
い
る
。
し
か
し
、
察
利
の
抗
明
戟
の
経
過
を
分
析
す
る

事
に
よ
り
、
あ
る
程
度
は
出
身
地
の
知
れ
ぬ
者
も
、
清
化
出
身
か
そ
れ
以
外
か
の
推
測
は
つ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
結
果
、
家

利
集
圏
中
、
清
化
を
出
身
地
と
す
る
清
化
集
固
と
、
そ
れ
以
外
の
者
と
の
匿
別
も
つ
く
と
考
え
る
。

さ
て
、
そ
の
分
析
方
法
で
あ
る
が
、
筆
者
は
某
人
が
繋
利
集
固
に
組
み
こ
ま
れ
た
時
期
に
よ
る
匡
分
を
用
い
る
の
が
有
数
で
あ
る
と
考
え

る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
家
利
の
抗
明
戦
は
、
そ
の
主
た
る
戦
場
に
よ
っ
て
大
き
く
三
期
に
匡
分
す
る
こ
と
が
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
以
下
が
そ
の

〈

日

)

匡
分
で
あ
る
。

「
は
じ
め
に
」
で
も
燭
れ
た
が
、
家
利
の
率
い
た
軍
事
集
圏
を
卸
清

-119ー

E 

永
繁
十
六
年
J
同
二
十
一
年

永
繁
二
十
二
年
J
宣
徳
元
年
八
月
直
前

而
山

宣
徳
元
年
八
月
J
同
二
年
末

795 

〈

M
)

こ
の
時
期
は
腐
明
期
に
各
地
で
起
こ
っ
た
反
蹴
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
、

そ
の
戦
場
も
清
化
の
西
方
山
岳
地
帯
に
限
ら
れ
て
お
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り
、
史
料
的
裏
附
け
は
乏
し
い
も
の
の
、
こ
の
期
の
集
圏
構
成
員
は
、
塵
倒
的
に
清
化
出
身
者
が
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
家
利
と
最

(

日

)

も
私
的
な
つ
な
が
り
を
持
ち
得
た
の
も
、
こ
の
期
の
集
圏
構
成
者
で
あ
っ
た
。

(
v
m
〉

E
永
繁
二
十
二
年
(
一
四
二
四
)
九
月
に
再
拳
し
た
繋
利
が
こ
の
期
に
採
っ
た
策
は
、
ま
ず
庇
隻
の
建
議
に
従
っ
て
南
下
し
て
父
安
城
を
攻

(

ロ

)

略
し
、
次
い
で
そ
れ
以
南
の
地
新
卒
(
ク
ァ
ン
ピ
ン
省

γ
順
化
(
ト
ワ
テ
ィ
エ
ン
省
)
の
勢
力
を
編
入
し
、

紅
河
デ
ル
タ
方
面
へ
北
上
す
る
、

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
期
は
、
兵
力
の
不
足
に
苦
し
む
繋
利
集
圏
が
、
新
卒
・
順
化
と
い
う
前
述
の
陳
氏
末
喬
(
後
陳
氏
と
い
う
〉
の

〈四
)

(

m

M

)

残
存
勢
力
を
編
入
し
、
清
化
以
南
を
ほ
ぼ
手
中
に
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。

m出

宣
徳
元
年
三
四
二
六
)
八
月

父
安
城
包
圏
中
の
禦
利
は
軍
の
一
部
を
割
い
て
北
上
さ
せ
、
雲
南
及
び
鹿
西
方
面
か
ら
や
っ
て
く
る
明

の
援
軍
を
撃
ち
、
東
開
城
を
園
ん
だ
。
そ
し
て
そ
の
直
後
に
察
利
自
身
も
そ
の
包
囲
に
加
わ
っ
た
。
デ
ル
タ
の
中
極
部
や
海
岸
地
方
の
勢
力

が
察
利
の
軍
に
加
わ
る
の
が
こ
の
時
期
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
期
に
起
義
に
参
加
し
た
諸
将
は
、
デ
ル
タ
地
方
を
出
身
地
と
す
る
も
の
が

大
字
で
あ
っ
た
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。
宣
徳
二
年
の
末
、
東
開
城
そ
の
他
に
包
囲
さ
れ
た
明
軍
と
の
聞
に
講
和
が
成
立
し
、
明
軍
は
撤
退
し

(
初
〉

た
。
繋
利
が
即
位
す
る
の
は
そ
の
翌
年
三
四
二
八
)
の
こ
と
で
あ
る
。

-121ー

以
上
の
三
つ
の
時
期
区
分
に
、
諸
史
料
に
よ
り
判
明
し
て
い
る
出
身
地
に
よ
る
区
分
、
即
ち
⑦
清
化
・
父
安
、
@
不
明
、
。
清
化
・
父
安
以

外
、
を
組
み
合
わ
せ
る
と
、
I
⑦
、
E
⑦
、
E
⑦
I
@
E
@
E
@
l
@
、
E
@
、
皿
@
の
九
つ
の
類
型
分
け
が
で
き
る
。

そ
れ
に
I
@
を
加
え
た
も
の
、

こ
の
中
で
、
I
⑦
、

E
@
、

E
⑦、

剖
ち
明
白
に
清
化
出
身
者
と
判
明
し
た
者
と
、
出
身
地
は
不
明
な
が

ら、

I
期
に
集
聞
に
参
加
し
た
者
を
清
化
集
閣
と
規
定
で
き
よ
う。

第

節

開
園
功
臣
と
清
化
集
園

797 

順
天
二
年
(
一
四
二
九
)
五
月
に
、
抗
明
戦
に
お
い
て
功
を
あ
げ
た
者
に
針
し
、
爵
位
が
輿
え
ら
れ
た
。

『
全
書
』
巻
十

順
天
二
年
五
月
三
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自
の
僚
に
、

そ
な

功
臣
を
牢
し
九
十
三
員
を
該
う
:
:
:
(
以
下
氏
名
を
列
傘
)

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
、
こ
の
九
十
三
名
(
寅
は
九
十
四
名
〉
の
こ
と
を
諸
史
料
は
開
園
功
臣
と
呼
ん
で
お
り
、
本
稿
で
も
こ
れ
に
従
う
。(

幻

)

こ
の
中
に
入
っ
た
人
物
は
、
抗
明
戦
争
で
功
を
た
て
、
か
つ
て
順
天
二
年
五
月
の
時
開
で
生
存
し
て
い
た
繁
利
集
圏
の
戦
功
上
位
者
で
あ

る
。
ま
ず
こ
れ
ら
の
人
物
を
前
節
の
分
類
に
よ
っ
て
徐
誼
し
、
消
化
集
園
の
勢
力
が
如
何
に
強
か
っ
た
か
を
み
て
み
よ
う
。

1zz腕
、)上

禁侯
問三

人

6 卿 (5)"， 4 直
上、血卜

禦侯察辛口繋戻
理三仁巴とう銀ー

人溺一 人

人

。
亭
上
侯
十
四
人

9
、
繋
隻

日
、
禦
戦

目
、
禦
汝
覚

。
蘇
侯
十
四
人

(

お

〉

I
⑦
⑮

2
、
察
察

3
、
繋
文
巧

E
@
@
 

-
⑦
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-
⑦
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M

I
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-
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7
、
繋
文
彊

-
⑦
⑬
 
8
、
禁
園
輿

I
@
@
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@
 

(

お

〉

目
、
繋
躍

I
@@
 

-
⑦
@
 

(

お

〉

E
@
 

ロ
、
察
克

印
、
繋
文
安

i
@
@
 日
、
繋
列

ー
@
⑫

E
@⑮
 
日
、
禦
魁

日
、
察
頂

-⑦
@
 

日
、
繋
拙

E 
@ 

問
、
豪
語

I
@⑩
 

-
⑦
⑪
 
加
、
家
抄

-
⑦
④
 
辺
、
震
倹

-
⑦
@
 辺
、
葉
栗

E
@⑮
 



沼
、
禦
備

泊
、
察
雷

泊
、
察
犬

。
亜
侯
二
十
六
人

訂
、
動
常
欄

9
}
}
2
 

n
J
4
広
U

。
関
内
侯
十
六
人

臼
、
禁
舌

民
d

、，i
o
o

p
o
-
{
町

i

。
冠
服
侯
十
二
人

乃
、
愛
誼

担

J
卯

紋

名

。
上
智
字
著
服
侯
四
人

目
、
饗
克
復

q
u
}
I
A‘
 

Q
d
-
{
Q
U
 

i
@@
 

I
@
@
 

I
⑦
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-
②
@
 

依
名
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@
 

依
名

-
④
@
 

-
⑦
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鉄
名

辺
、
禦
皮

mm
、
饗
可

山
内
、
饗
秘

話
、
察
軍

創
出
、
豪
環

初
、
勤
武
造

位
、
豪
睦

皿
@ I

@
@
 

I
⑦
@
 

皿
@ 

E 
@ 

E 
@ 

皿
@ 

部
、
禦
否

初
、
繋
培

泊
、
繋
園
禎

皿
@ 

-
⑦
⑬
 

E
@⑮
 

街
、
禦
前

担
、
繋
可
郎

話
、
察
弼

ー
@
@

I
@
@
 

E 
@ 

U
、
繋
受

辺
、
繋
織

(的む

な
お
、
鉄
名
の
五
十
人
に
つ
き
、
話
史
料
に
よ
り
功
臣
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
人
物
を
、
以
下
に
列
撃
す
る
。

察
恨

I

@

@

I

@

@

I

⑦

@

I
@
@

繋
論
〔
論
〕

I
@②

I
@⑥

I
@③

I
@
@
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嵩

禁
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繋
巴
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⑦
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(
叩
山

)
1

i

f

-

-

/

家
臨
〔
酪
〕

I
@
@

I
@
@

，，，，E

・・E・‘

‘

、

，

，

，sa--
冒冒‘‘
、

(
順
天
二
年
の
ラ
ン
キ
ン
グ
に
名
の
み
え
な
い
功
臣
に
は
り
を
附
す
)

I
@
@
 

，，，，t
E
1

、

E
@
⑮
 

，，aa--z
‘、、白さ

て
、
以
上
の
分
析
か
ら
何
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

(占)
⑮ 

繋
領

繋
朗

ま
ず
量
の
面
で
み
る
と
、
前
述
の
如
く
、

I
@
の
大
多
数
は

I
⑦
に
入
る
可
能
性
が
高
く
、

逆
に

E
@
の
大
多
数
は

E
@
に
入
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
氏
名
の
判
明
す
る
開
園
功
臣
中
、
清
化

集
圏
に
入
る
べ
き
者
は

I
⑦、

E
⑦、

E
②、

I
@
の
計
四
十

一
人
で
、
全
鐙
六
十
一
人
中
の

(

m

U

)

 

ほ
ぼ
三
分
の
こ
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
質
の
面
に
つ
い
て
、
こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
個
人
の
功
績
と
諸
勢
力
聞
の
つ
り
合
い
を

考
慮
し
て
、

お
そ
ら
く
嘗
時
察
利
の
最
高
政
治
顧
問
で
あ
っ
た
庇
薦
が
作
製
し
た
も
の
と
推
定

-124ー

構
成
員
が
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位
を
占
め
て
い
る
。
従
っ
て
、
開
園
功
臣
を
と

っ
て
み
た
場
合
、
質
・
量
の
雨
面
か
ら
み
て
も
、
滑
化
集
圏
の
、

さ
れ
る
が
、
ラ
ン
キ
ン
グ
を
み
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、

I
②
と
い
う
生
え
ぬ
き
の
清
化
集
闇

開
園
後
聞
も
な
い
順
天
二
年
に
お
け
る
、
他
勢
力
に
劃
す
る
盤
倒
的
な
優
越
と
い
う
事
質
は
動
か
し
ょ
う
が
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
嘗
時
の

政
治
献
況
に
反
映
し
て
い
っ
た
こ
と
は
首
然
で
あ
ろ
う
。
桃
木
至
朗
氏
は
、
中
園
式
の
官
僚
制
園
家
へ
の
歩
み
は
、
抗
元
後
の
官
僚
層
の
進
出

(
ぬ
)

か
ら
胡
氏

・
明
の
支
配
を
粧
て
、
禦
朝
塞
宗
に
至
っ
て
完
成
し
た
と
い
う
見
通
し
を
た
て
ら
れ
た
が
、
そ
の
み
ち
を
、

の
が
こ
の
清
化
集
園
の
政
権
支
配
で
あ
っ
た
。

第
二
量

一
時
的
に
せ
よ
遮
っ
た

清
化
集
園
の
展
開

前
章
の
清
化
出
身
の
開
園
功
臣
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
者
に
、
ラ
ン
ク
は
さ
れ
な
か
っ
た
も
の

の
功
の
あ
っ
た
者
や
、
そ
の
二
世

・
三
世
や
縁
者

を
含
め
た
清
化
出
身
者
が
筆
者
の
考
え
る
清
化
集
圏
な
の
だ
が
、
第

一
節
で
は
ま
ず
集
圏
上
位
の
、
功
臣
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
者
が
、
初
期
の
察



朝
政
権
に
如
何
に
強
く
閥
興
し
た
か
を
見
て
み
た
い
。

第
一
節

太
租
・
太
宗
期
の
政
権

動
常
利
は
順
天
元
年
夏
四
月
十
五
日
に
即
位
す
る
が
、
そ
れ
に
先
立
ち
、
陳
拝
を
左
相
園
に
、
活
文
巧
を
樋
密
大
使
に
任
じ
て
政
権
を
か
た
め

た
。
こ
の
南
者
は
と
も
に
紅
河
デ
ル
タ
出
島
巧
者
で
あ
り
、
同
地
方
の
掌
握
を
目
的
と
し
た
措
置
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
陳
汗
は
前
朝
の
陳

氏
の
一
族
で
あ
る
と
い
う
誇
り
を
捨
て
き
れ
ず
、
不
遜
な
謹
言
が
多
か
っ
た
魚
、
謀
妓
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
て
殺
害
さ
れ
た
。

も
、
京
路
で
の
人
気
が
高
す
ぎ
た
こ
と
か
ら
謹
告
を
う
け
殺
さ
れ
た
。

一
方
、
活
文
巧

そ
の
後
の
政
治
健
制
に
つ
い
て
は
、
藤
原
氏
が
聖
宗
以
前
の
蓄
支
配
制
度
に
お
い
て
、
開
園
功
臣
、
特
に
武
臣
が
寧
職
に
つ
い
た
ま
ま
宰
相

(

汎

)

職
及
び
副
宰
相
格
の
参
預
朝
政
・
参
知
政
事
等
の
職
を
濁
占
し
た
事
を
示
し
、
こ
れ
を
「
開
園
功
臣
に
よ
る
武
人
宰
相
制
度
」
と
名
附
け
た
。

(

M

M

)

 

氏
の
研
究
に
擦
っ
て
、
ま
ず
太
租
期
の
宰
相
・
副
宰
相
を
列
奉
し
、
前
章
の
ラ
ン
キ
ン
グ
及
び
分
類
記
挽
を
附
す
。

。
宰
相

- 125ー

沼
間

順
天
元
年
任
。

@53 
1'-" 

饗
察

11 

-
⑦
2
 

劉
仁
樹

11 

ー

@ω

饗
文
安

順
天
五
年
任
。

ー
@
日

。
副
宰
相

参
預
朝
政

事与
銀

順
天
元
年
任
。

-
⑦
4
 

801 

整
理

" 

-
②
6
 



802 

禦
文
安

丁
列

f/ 

J
同
五
年
ま
で

I
@日

順
天
五
年
任
。

沼
盃

f/ 

鄭
石石

f/ 

庇
隻

順
天
年
開
任
。

参
知
政
事

史
料
に
見
え
ず

占(&)み-
②
9
 

こ
れ
に
よ
る
と
、
順
天
元
年
に
宰
相
及
び
副
宰
相
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
六
人
中
五
人
ま
で
が
類
型

I
⑦
に
属
す
る
、
し
か
も
ラ
ン
キ
ン
グ
の

最
上
位
ク
ラ
ス
に
位
置
す
る
者
ば
か
り
で
あ
る
。
順
天
五
年
に

一
部
増
員
が
あ
る
が
、
こ
の
傾
向
は
ほ
と
ん
ど
繁
化
し
て
い
な
い
。
こ
の
貼
か

ら
、
藤
原
氏
の
論
じ
た
「
開
園
功
臣
に
よ
る
武
人
宰
相
制
」
は
、
角
度
を
饗
え
て
み
れ
ば
、

う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
が
太
租
期
の
中
央
政
治
佳
制
で
あ
っ
た
。

-126ー

「
清
化
集
圏
に
よ
る
武
人
連
合
支
配
睦
制
」
と
言

闘
に
託
し
た
が
、

太
租
は
順
天
六
年
ハ
一
四
三
三
)
閏
八
月
に
崩
じ
、
わ
ず
か
十
一
歳
の
太
宗
が
即
位
し
た
。

太
租
は
幼
少
の
太
宗
の
輔
政
を
上
記
の
清
化
集

で
は
太
宗
期
に
こ
の
連
合
支
配
瞳
制
は
ど
う
な
っ
た
か
。

っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、

質
の
と
こ
ろ
、
こ
の
連
合
睦
制
を
崩
し
た
の
は
、
そ
の
構
成
員
の

一
人
で
あ
る
察
察
で
あ
っ
た
。
そ
の
専
権
樹
立
の
過
程
は
既
に
先
皐
に
よ

ま
ず
同
僚
の
劉
仁
樹
を
謀
殺
し
、
自
分
と
不
仲
の
察
理
・
鄭
可
を
左
遷
し
、
繋
銀
に
射
し
で
も
暗
殺
者
を
放
っ
た

と
言
わ
れ
る
。
察
と
共
に
太
宗
輔
政
を
遺
詔
さ
れ
た
活
聞
は
紹
卒
三
年
(
一
四
三
六
)
に
浸
し
た
。

こ
れ
ら
宰
相
連
合
の
主
要
メ
ン
バ
ー
を
除
い
た
後
、
察
は
私
黛
を
た
て
た
。
そ
の
主
な
人
物
は
、

I

@

I

@

 

I

@

I

⑦
 

。
繋
臨

。
饗
嵩

察
蒲

李
牢



。
繋
邦

鄭
震

ー
@
日

文

(&)占

事F
= Jι 

E
@幻

繋
領

部
得

(

M

)

 

ら
で
あ
り
、
清
化
集
固
に
よ
る
連
合
支
配
瞳
制
は
一
時
崩
壊
し
か
か
っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

(
。
は
察
の
親
戚
)

こ
の
察
黛
を
一
一
壌
に
屠
っ
た
の
が
、
紹
卒
四
年
六
月
か
ら
翌
月
に
わ
た
る
、
太
宗
に
よ
る
察
へ
の
「
賜
死
事
件
」
で
あ
る
。

『
全
書
』
巻
十

同
年
六
月
辛
未
の
僚
に
よ
る
と
、
太
宗
は
繋
察
の
油
断
に
乗
じ
て
察
議
で
あ
る
殿
前
都
校
黙
饗
醗
と
、

右
寧
同
線
管
饗
嵩
を
外
に
出
し
、

鄭
可
に
禁
軍
の
線
指
揮
権
を
輿
え
た
。
そ
し
て
そ
れ
に
察
が
反
劃
し
た
か
ど
で
、
言
官
丁
景
安
ら
に
弾
劾
さ
せ
、
翌
七
月
に
死
を
賜
っ
た
。
更

に
、
察
に
か
わ
っ
て
宰
相
位
に
つ
い
た
饗
銀
が
、
自
宅
に
観
音
併
を
奉
っ
て
、
太
宗
妃
と
な
っ
た
娘
日
麗
が
一帝
の
寵
愛
を
得
る
事
を
祈
願
し
た

(

お

〉

と
い
う
密
告
に
よ
り
、
同
年
十
二
月
に
菟
職
の
上
、
や
は
り
死
を
賜
っ
た
。
佐
世
氏
は
、
こ
れ
ら
の
事
件
に
つ
い
て
、
中
園
か
ら
正
式
な
朋
封

〈

お

)

を
受
け
た
事
に
よ
る
一
菅
権
昂
揚
の
謹
援
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
が
、
果
た
し
て
そ
う
理
解
し
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

(

町

山

)

再
び
藤
原
氏
の
研
究
に
竣
っ
て
、
そ
の
後
の
副
宰
相
格
の
人
物
を
列
奉
し
て
み
よ
う
。

参
預
朝
政

繋
魁

参
知
政
事

警安
慎

杜
犬

繋
受

803 

庇
;験

-127ー

大
費
二
年
(
一
四
四
一
)
任
。

-
⑦
日

紹
卒
四
年
(
一
四
三
七
)
六
月
任
。

84(占)

。

七
月
任
。

八
月
任
。

// // 

八
月
時
貼
で
現
職
。

-
⑦
詑



事F
魁

-
⑦

mm 

紹
卒
四
年
十
二
月
任
。
太
宗
二
年
ま
で
。

ー
@
日

804 

鄭
可

庇
織
に
同
じ
。

こ
れ
を
見
れ
ば
、
藤
原
氏
の
論
じ
た
如
く
、
家
察

・
蒙
銀
の
死
後
も
功
臣
に
よ
る
武
人
支
配
鐙
制
は
績
い
た
と
言
え
よ
う
。
し
か
も
相
嬰
ら

(

お

〉

ず
そ
の
中
で
も
清
化
集
圏
が
大
字
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
よ
う
。
以
上
の
事
か
ら
、
繋
察
打
倒
に
開
し
て
は
、
そ
れ
を
一
帝
権
昂
揚
の

結
果
に
よ
る
も
の
と
見
な
す
よ
り
も
、

察
察
の
濁
裁
を
嫌
う
一一帝
と
、
連
合
支
配
値
制
を
崩
し
た
繋
祭
に
針
す
る
清
化
集
圏
の
反
撃
と
許
債
す
る

の
が
安
嘗
で
は
な
か
ろ
う
か
。

第

節

仁

宗

朝

の

政

権

主
要太
メ宗
ン t土
バ大
! 賓
は三
以年
下七
の月
五に
人東
で巡
あ(し
る39
。〉そ

の
蹄
途

八
月
四
日
に
急
死
し
た
。
そ
し
て
直
ち
に
そ
の
第
三
子
仁
宗
が
擁
立
さ
れ
た
。
擁
立
者
の

-128ー

鄭
可

I
@
m
u
 

数 民
受織

i
②
辺

皿
@
幻

-
⑦
U
 

E
@
 

彼
ら
は
太
宗
朝
か
ら
の
重
臣
で
も
あ
り
、
首
然
の
こ
と
な
が
ら
政
局
の
主
導
権
を
鐘
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
太
和
年
開
、
即
ち
幼

成
功
す
る
。

丁
列

+
氾
盃

一帝一
仁
宗
の
母
庇
太
后
揖
政
の
時
期
に
、

こ
の
五
人
に
劃
す
る
攻
撃
が
行
な
わ
れ

ま
ず
太
和
二
年
(
一
四
四
四
〉
に
丁
列
が
家
族

も
そ
の
名
を
あ
ら
わ
さ
な
か
っ
た
。

も
ろ
と
も
捕
え
ら
れ
、
同
六
年
六
月
に
鄭
克
復
の
嘆
願
に
よ
り
、
漸
く
許
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
丁
列
は
仁
宗
朝
で
は
『
全
書
』
に
一
度

院
織
が
占
城
(
チ
ャ

ン
パ
)
攻
撃
へ
の
参
加
を
溢
っ
た
と
い
う
理
由
で
罷
職
に
追

次
に
太
和
三
年
に
は
、



い
こ
ま
れ
た
。
彼
も
同
六
年
に
は
少
保
と
し
て
復
蹄
す
る
が
、
既
に
往
年
の
力
は
な
く
、
宰
相
グ
ル
ー
プ
に
は
入
れ
な
か
っ
た
。
更
に
は
太
和

九
年
(
一
四
五
一
)
に
は
私
黛
を
組
ん
だ
と
い
う
謹
言
に
よ
り
、
鄭
可
と
鄭
克
復
が

殺
害
さ
れ
、
翌
十
年
四
月
に
は
息
子
の
繋
是
の
罪
に
連
座

(

ω

)

 

し
て
察
受
が
囚
わ
れ
た
。
こ
う
し
て
仁
宗
を
擁
立
し
た
権
臣
は
、
全
て
何
ら
か
の
形
で
権
力
の
座
を
追
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

ウ
イ
ッ
ト
モ
ア
氏
は
、
既
太
后
の
こ
の
よ
う
な
清
化
集
園
弾
墜
に
一
定
の
評
贋
を
輿
え
て
い
る
が
、
太
后
の
こ
の
よ
う
な
強
引
な
慮
置
を
可

能
に
し
た
要
因
と
し
て
は
、
次
の
二
つ
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
は
藤
原
氏
の
言
う
武
人
宰
相
の
大
原
則
、
即
ち
、
大
線
管
等
の
軍
事
の
要
職
に
就
い
た
ま
ま
宰
相
職
を
品
兼
務
す
る
と
い
う
原
則
が
崩

れ
、
清
化
集
闘
の
高
位
の
者
が
純
粋
に
政
治
家
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
事
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
庇
蟻
が
占
城
遠
征
を
漉
っ
た
事
な
ど
は
、
そ
の

典
型
的
な
例
と
い
え
よ
う
。

い
ま
一
つ
は
、
上
記
の
結
果
、
特
定
の
者
に
典
兵
権
が
集
中
し
て
し
ま
っ
た
事
で
あ
る
。

『
全
書
』
巻
十
一

(
引
)

太
和
七
年
十
一
月
J
末
の
僚

-129ー

t主
大
都
督
察
犬
の
男
貫
之
、
夜
間
衆
を
褒
め
、
都
市
に
於
い
て
人
を
殴
殺
す
。
事
震
か
れ
獄
に
下
す
。
:
・
(
中
略
)
・
:
獄
ま
さ
に
成
ら
ん
と

犬
の
大
臣
に
居
り
て
禁
兵
を
典
ど
り
、
帝
の
僑
る
所
重
く
、
若
し
之
を
殺
さ
ば
恐
る
ら
く
は
犬
の
心
を
傷
つ
く
る
を

し

〈
院
〉
太
后
、

以
っ
て
、
乃
ち
法
を
在
げ
、
之
を
赦
す
。

朝
輿
園
功
業著書
iQ:""犬
志42~
Ib '-"杜

巻さ
の
貫
力
と

と
あ
り

そ
れ
へ
の
仁
宗
の
依
存
の
ほ
ど
が
窺
え
る
。
こ
の
社
犬
は
太
宗
時
代
か
ら
の
重
臣
で
あ
り
、

ま
た
『
察

太
和
元
年
正
月
の
僚
に
、

時
、
母
口
口
鯨
布
衛
社
社
氏
も
て
宣
慈
皇
太
后
と
篤
し
、
昭
華
殿
に
劃
し
て
群
臣
に
倭
品
を
加
封
す
。
圏
男
杜
氏
輔
政
し
、
一
帝
を
抱
き
慶

を
輔
け
朝
を
親
る
。
政
命
、
社
太
よ
り
出
づ
。

と
あ
る
よ
う
に
、
庇
太
后
(
杜
氏
と
あ
る
の
は
明
ら
か
に
誤
ま
り
〉
と
強
い
つ
な
が
り
を
持
ち
、
同
時
に
禁
軍
の
典
丘
(
樺
を
握
っ
て
い
た
と
考
え
ら

805 

れ
る
。
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し
か
し
、
庇
太
后
の
努
力
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て
一
気
に
清
化
集
園
の
排
除
が
進
ん
だ
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

(
そ
も
そ
も

社
犬
自
身
も
清
化
集
図
上
位
者
で
あ
る
)
代
わ
り
に
政
権
を
携
え
る
者
、
例
え
ば
科
翠
官
僚
な
ど
は
別
稿
で
論
ず
る
如
く
、
十
分
に
は
育
成
さ
れ
て

お
ら
ず
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
太
和
年
間
末
期
か
ら
、
仁
宗
の
親
政
期
で
あ
る
延
寧
年
間
(
一
四
五
四
J
五
九
)
に
権
力
を
握
っ
た
の
は
以
下
の
メ

ン
バ

ー
で
あ
っ
た
。

。
宰
相禦

臨

今

三
月
現
職

(占)(占)(み)

香容
器

延
寧
三
年
二
月
現
職

陳
摺

1; 

。
副
宰
相

李
凌

〔⑦〕

43 

-130ー

参
知
政
事

(

川

叫

)

他
に
『
全
書
』
に
よ
る
と
、
杜
犬
の
子
杜
秘

(
I⑦
担
)
、
察
受
、
察
昂
ら
も
延
寧
年
間
、
高
位
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

袈
檎
虎

以
上
、
結
論
か
ら
言
う
と
、
基
本
的
に
は
太
組
J
仁
宗
期
の
武
人
支
配
鐙
制
は
襲
ら
ず
、
そ
の
中
で
も
清
化
集
囲
上
位
の
者
の
力
が
塵
倒
的

に
強
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
た
だ
問
題
な
の
は
、
軍
事
力
を
行
使
す
る
機
舎
の
減
少
か
ら
、
集
固
の
権
力
の
基
礎
で
あ
る
軍
事
力
を
行
使
す
る

任
か
ら
、
清
化
集
圏
上
位
の
者
が
離
れ
て
ゆ
く
傾
向
が
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第

節

清
化
集
囲
下
位
の
動
向

次
に
、
本
簡
で
は
清
化
集
圏
下
位
の
者
の
動
向
に
限
を
む
け
て
み
た
い
。
こ
こ
で
言
う
下
位
の
者
と
は
、
功
臣
で
も
ラ
ン
ク
の
低
い
者
、
功



臣
に
ラ
ン
ク
さ
れ
な
か
っ
た
者
、
功
臣
及
び
戦
死
等
に
よ
り
功
臣
に
な
れ
な
か
っ
た
者
の
二
世
・
三
世
や
縁
者
達
の
こ
と
を
指
す
。

(

必

〉

繋
初
の
軍
事
制
度
に
つ
い
て
は
分
明
せ
ぬ
事
が
多
い
が
、
概
ね
、
全
園
が
首
都
ハ
ノ
イ
を
除
い
て
東

・
西
・
南
・
北
・

海
西
の
五
道
に
分
か

た
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
複
数
の
衛
所
が
置
か
れ
た
。
道
に
は
道
線
管
、
衛
に
は
線
管
が
置
か
れ
、
他
に
も
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
軍
職
が
あ
っ
た
。
動
常

朝
で
は
抗
明
戦
等
の
軍
功
に
報
い
る
魚
、
こ
れ
ら
あ
ま
た
の
軍
職
に
、
上
記
の
清
化
集
圏
構
成
者
を
充
て
た
。
表
2
は
『
全
書
』
に
み
え
る
地

方
軍
職
に
任
ぜ
ら
れ
た
者
の
一
覧
で
あ
る
。

こ
れ
を
見
て
一
目
で
わ
か
る
事
は
、
地
方
に
お
い
て
も
軍
事
に
関
し
て
は
清
化
集
圏
の
勢
力
が
強
い
こ
と
で
あ
る
。
む
ろ
ん
功
に
よ
り
清
化

集
園
以
外
の
功
臣
も

一
部
軍
職
に
つ
い
て
い
る
が
、
こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
政
争
に
よ

っ
て

一
旦
地
方
に
左
遷
さ
れ
た
者
を
除
い
て
は
、
衛
官

ク
ラ
ス
の
人
聞
は
中
央
に
ほ
と
ん
ど
、
返
り
咲
い
て
い
な
い
と
い
う
事
責
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
と
の
関
係
が
一
臆
安
定
し
、

チ
ャ
ン
パ
や
北
方

少
数
民
族
と
の
係
争
地
域
は
別
と
し
て
、
軍
人
の
役
割
が
低
下
し
た
こ
と
と
大
い
に
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
太
和
六
年
に
、
中
央
・
地
方

(

必

)

の
衝
の
将
校
の
数
を
減
ら
し
た
こ
と
も
、
こ
う
し
た
欣
況
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
功
臣
ク
ラ
ス
の
者
と
い
え
ど
も
、
元
は
中
央
に
い
た

者
以
外
は
、
そ
れ
以
降
歴
史
か
ら
姿
を
治
し
て
し
ま
い
、
中
央
の
政
治
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
限
を
中
央
に
轄
じ
て
み
よ
う
。
中
央
の
軍
制
も
複
雑
で
、
史
料
に
よ
っ
て
矛
盾
し
た
り
、
理
解
に
苦
し
む
黙
が
あ
る
の
だ
が
、
概
ね
、

(

幻

〉

御
前
六
軍
・
織
突
五
軍
・
織
突
十
四
衛
が
そ
の
主
力
で
、
そ
の
他
に
御
前
部
陵
・
植
隊
等
が
あ
っ
た
。
既
迅
の
如
く
、
宰
相
グ
ル
ー
プ
の
人
聞

は
、
こ
れ
ら
の
総
司
令
官
に
あ
た
る
大
線
管

・
大
都
督
・
都
線
管
等
の
職
を
粂
任
し
た
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
太
組

・
太
宗
期
、
そ
の
下

位
の
将
校
ク
ラ
ス
の
職
に
ど
の
よ
う
な
人
物
が
充
て
ら
れ
た
か
は
、
史
料
か
ら
は
断
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
清
化
集
園
の
上
位
構
成
者
は
、

自
ら
の
勢
力
の
根
幹
た
る
禁
軍
掌
握
の
痛
に
、
そ
の
子
弟
や
縁
者
を
多
く
登
用
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
事
賞
、
時
代
が
下

っ
て
仁
宗

(

必

〉

期
に
な
る
と
、
清
化
集
圏
功
臣
ク
ラ
ス
の
二
世
・
三
世
が
そ
の
職
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
。
禁
軍
の
上
か
ら
下
ま
で
を
清
化
集
圏

で
占
め
て
し
ま
う
の
が
清
化
集
圏
の
理
想
で
あ
り
、
ま
た
お
の
が
擢
力
の
基
盤
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
地
方
軍
と
遣
い
、
禁
軍
は
特
に
そ
の

-131ー
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質
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
時
代
は
少
し
下
る
が
、

『
全
書
』
巻
十
一

延
寧
三
年
二
月
四
日
の
僚
に
は
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「全書」にみえる地方箪職(太租~仁宗〉

役名

表2

月

一

P
D

年

一
道
一
や

一
東
紹

一
。

皿0)80

東道行軍総管

安邦路線、管

安邦路同組管

安邦銀術向総知諸軍事

安邦銀術同知諸軍事

南策上~Iï同組管

上南策術総管

南策下術同級管

南策下街飽知

ー一一一今

ーーーー+

一一一今

ー一一一今

盃

院宗徐

吉幸 治

家 誌:

活洪州

事聖 論

繋朗

鄭可

察結

、活6 

9

u
w
m

h
H
 

1/ 

6 

Jγ 

1 

0 

1/ 

h
H
A宮
グ

1/ 

紹卒

1/ 

/1 

1/ 

1/ 

" 

西道司馬

知商道諸術軍事

参知西道諸術軍事

知西道諸術軍事

西道都督

宣光鎮宣慰大使

下図威術少尉

一一一+

一一一一一一

盃

恨

理

魁

摺

活

動

常

駒

常

勅

常

陳

1/ 

日

6

H

U

5

1/ 

。西 道

紹卒 2 

1/ 4 

" 

1/ 

摺

蘭

隙

繋

7 

10 

Jγ 

3 

4 

7 

1/ 

延寧

紹卒

太和

。南道

紹卒 l 

1/ 4 

南道司馬

参知南道諸術軍事

快路線知

快路総管

列

定

市占

議

了

繋

3実
3安

8 

6 

6 1/ 1/ 

目③35

一一I1⑦10 

I (1⑦〕

! (1⑦〉

I (1⑦〉

一→I1⑦ 4 

!---I (皿0))

I ~⑦ 6 
i 1 fl)37 

:一I 1⑦ 9 

北道司馬

参知北道諸街軍事

司馬北道諸術軍事

参知北道諸衛軍事

北道行軍線管

安

恨

朗

銀

文

グ

駒

常

勤

世

動

常

甜

常

2

6

グ

1/ 

。北 道

紹卒 1 

グ 4

" 

1/ 

1/ 

北江下街同線管

北江下路同線管

北江下街同線管

北江中路線知

中北街同知

北江衛同知

中北街同知

-132-

ーー一一+

一一一一一

冷

理

問

測

隻

語

其

禎

十口市

動

常

勤

常

勤

常

院

院

勧

常

勤

常

1/ 

1/ 

1

6

u
w
7

1

7

u
w
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2

4

0
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。海西道

紹卒 1 

4 

2

4

iグ

λY 

7 

1/ 

1/ 

1/ 

太和

〈註〕

御
史
中
丞
抱
議
等
劾
奏
す
ら
く
、
察
活
、
法
を
奉
つ
る
こ
と
能
わ
ず
し
て
、
今
年
の
禽
集
軍
期

に
於
い
て
、
軍
人
七
十
人
を
差
し
て
私
船
を
造
り
、
軍
銭
を
損
う
こ
と
凡
そ
十
八
貫
。
乞
う
ら

く
は
、
刑
官
買
に
射
し
て
按
罪
し
、
以
っ
て
其
の
除
を
懲
さ
ん
こ
と
を
と
。

と
あ
る
。
裳
遣
は
権
臣
家
受
の
子
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
弾
劾
さ
れ
た
と
い
う
の
は
、
前
述
の
社
犬
の

子
貫
之
の
場
合
と
比
較
し
た
場
合
、
非
常
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
禁
軍
は
な
お
将
校
ク
ラ
ス
が
清
化
集
圏
構
成
員
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
に
も

拘
ら
ず
、
前
述
し
た
如
く
、
上
位
の
宰
相
グ
ル
ー
プ
と
統
腐
関
係
が
切
れ
る
場
合
が
あ
り
、
痛
に
徐

々
に
皇
帝
一
の
直
接
指
揮
下
(
或
い
は
皇
帝
と
結
ん
だ

一部
の
者
の
指
俸
下
)
に
置
か
れ
、

軍
事
官
僚
化
さ

菟
罪
で
死
を
賜
っ
た
繋
銀
の
子
儒
宗
が
太
和
五
年
九

(
川
崎
)

月
に
禁
軍
の
保
腰
軍
大
隊
長
に
任
ぜ
ら
れ
る
と
レ
っ
た
皇
一帝一
の
恩
典
的
な
政
策
に
よ
っ
て
、
更
に
進

れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
風
潮
は
、

-133ー

ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
量

清
化
集
園
の
再
編

第

節

察
宜
民
の
ク
ー
デ
タ

延
寧
六
年
〈
一
四
五
九
)
十
月
三
日
夜
中
十
、

仁
宗
の
庶
兄
諒
山
王
宜
民
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
が
成
功

し
、
仁
宗
は
同
日
中
に
、
母
后
庇
氏
は
翌
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
拭
殺
さ
れ
た
。
宜
民
は
同
七
日
に
一
帝
位

に
即
き
、
自
ら
が
太
宗
の
正
統
な
後
縫
者
で
あ
り
、
仁
宗
母
玩
氏
が
陰
謀
に
よ
っ
て
そ
れ
を
妨
げ
た

(

印

)

の
だ
と
宣
言
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
ク
ー
デ
タ
が
単
な
る
一
帝
位
縫
承
に
絡
む
私
怨
だ
け
に
よ
る
も
の
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で
な
い
事
は
、
既
に
先
翠
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
藤
原
氏
は
、
後
掲
す
る
史
料
等
に
よ
り
、
こ
の
ク
ー
デ
タ
及
び
宜
民
の
政
治
を
、
後
の
聖
一
宗
の
官
制
改
革
を
先
取
り
す
る
も
の
で
あ
っ

(

日

)

た
と
許
慣
し
て
い
る
。

衣
い
で
ウ
イ

ッ
ト
モ
ア
氏
は
、
宜
民
の
母
楊
氏
が
紅
河
デ
ル
タ
東
縁
の
海
陽
の
出
身
者
で
あ
り
、

ク
ー
デ
タ
に
協
力
し
た
主
要
人
物
も
同
地

方
出
身
者
で
あ
っ
た
事
か
ら
、
こ
れ
を
清
化
集
固
に
針
す
る
デ
ル
タ
勢
力
側
の
反
撃
で
あ
る
と
し
、

更
に
科
挙
官
僚
も
宜
民
政
権
を
支
持
し
た

(
臼
)

と
す
る
。

更
に
佐
世
氏
は
、
雨
者
の
設
を
ま
と
め
、
紅
河
デ
ル
タ
出
身
の
母
を
持
つ
宜
民
を
科
拳
出
身
官
僚
が
支
持
し
、

A

一
品
準
的
に
中
央
集
権
化
を
計

(

臼

)

っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
卸
ち
、
地
域
的
に
は
デ
ル
タ
劉
清
化
、
政
治
志
向
の
面
で
は
宜
民
を
戴
く
科
拳
系
官
僚
封
功
臣
と
い
う
封

抗
園
が
捕
か
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

天
輿
二
年
、
春
二
月
、
宜
民
府
豚
を
置
く
こ
と
を
議
す
e

宜
民
、
六
部
・
六
科

・
府
照
州
官
を
分
設
す
。

4
位。。

上
記
設
の
根
援
の

一
つ
に
な
っ
て
い
る
の
が
次
の
史
料
で
あ
る
。

(『全
書
』
径
十
二

光
順
元
年
の
篠
)

(

臼

)

藤
原
氏
は
こ
の
期
の
六
部
設
置
が
事
買
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
誼
さ
れ
た
。
し
か
し
、
質
際
に
誰
が
そ
の
任
に
つ
い
た
か
が
よ
り
重
要
な
問
題

で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
う
し
た
官
僚
制
園
家
へ
の
志
向
が
宜
民
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
貫
態
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
ま
で
は
氏
は
論
じ
て
お

ら
れ
な
い
。

佐
世
氏
は
裳
奪
直
後
、
宜
民
に
よ
り
歳
貢

・
求
封
の
震
に
涯
遣
さ
れ
た
遺
明
使
節
の
中
に
多
数
の
科
奉
系
官
僚
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
指

(

日

)

摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
も
宜
民
政
権
の
中
で
、
科
奉
官
僚
が
ど
の
よ
う
な
地
位
を
占
め
て
い
た
か
不
明
で
あ
る
。

『
大
越
通
史
』
巻
三
十
一

で
は
そ
の
寅
態
は
と
言
う
と
、

庇
蟻
俸
に
は
、



事
を
議
す
。
樺
勢
煙
赫
た
り
。 人

?

宜
民
の
母
、
永
頼
に
貫
た
る
A
l
。
清
林
の
人
沼
屯
・
渚
般
に
僑
り
て
心
腹
と
震
し
、
要
職
に
居
ら
し
め
、

三
省
・
察
院
の
大
臣
と
同
に
政

(
永
頼
・
背
ハ
清
)
林
は
海
陽
地
方
の
地
名
)

と
あ
り
、

ま
た
『
繋
朝
輿
園
功
業
街
志
』
巻
一

太
宗
長
子
諒
山
王
宣
民
、
謀
り
て
其
の
大
位
を
奪
わ
ん
と
欲
し
、
萌
心
結
黛
し
、
南
市
の
肉
猪
態
屠
軍
人
沼
屯
・
潜
班
と
漕
か
に
謀
る
。

大
臣
文
武
の
宰
相
を
闘
殺
す
。
諒
山
王
自
立
し
、
抗
し
て
天
輿
元
年
と
稽
す
。
朝
延
畏
倶
し
、

潜
班
自
ら
掌
監
西
を
稿
す
e

・:

延
寧
六
年
己
卯
多
十
月
初
三
日
の
僚
に
は

敢:
て(
手中
を喧
壬力こ

ミ官
諒
山
王
起
兵
し

氾
屯
自
ら
監
東
を
稽
し
、

(
中
略
)
・
:
文
武
各
ミ
誠
口
し
、
敢
え
て
開
言
せ
ず
。
朝
政
の
規
模
・
庭
事
の
決
断
、
皆
屯
・
班
よ
り
出
づ
。

と
あ
る
。
こ
の
宜
民
時
代
に
殺
さ
れ
た
の
は
『
大
越
通
史
』
巻
三
十
一
院
蛾
俸
に
、

皆
法
に
遣
い
忍
耐
し
て
従
う
。
:
・
〈
中
略
)
・
:
是
時

嘗
臣
宰
相
繋
秘
・
繋
濫

・
繋
昂

・
繋
受
等
、

之
を
諒
さ
ん
と
謀
り
、
皆
事
世
る
る
を
以
っ
て
害
を
被
む
る
。
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と
あ
る
仁
宗
末
期
の
宰
相
グ
ル
ー
プ
四
人
か
と
思
わ
れ
る
。

以
上
か
ら
、
宜
民
の
政
権
の
寅
態
は
、
頂
黙
に
自
ら
を
置
き
、
そ
の
下
に
清
化
集
圏
に
代
わ
っ
て
ク
ー
デ
タ
の
功
務
者
を
重
職
に
す
え
、
そ

の
下
に
弱
健
化
し
た
清
化
集
圏
や
科
奉
官
僚
が
置
か
れ
る
、
と
い
う
様
な
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

乏
し
い
史
料
に
擦
る
限
り
、
確
か
に
宜
民
は
官
僚
制
圏
家
の
寅
現
を
志
向
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
の
政
権
の
寅
態
は
今
述
べ
た
如

く
で
あ
り
、
彼
の
理
想
は
聖
宗
に
よ
っ
て
寅
現
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
ク
ー
デ
タ
で
は
、
清
化
集
圏
下
位
に
あ
た
る
禁
軍
将
校
の
動
向
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
が
、
佐
世
氏
が
述
べ
た
如
く
、

宜
民
の
禁
軍
掌
握
は
、
前
記
の
よ
う
な
ク
ー
デ
タ
の
経
緯
か
ら
、
う
ま
く
成
功
し
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。

一方、

禁
軍
側
も
、
反
宜
民
の
中
一
核

た
り
う
る
人
物
を
そ
の
内
に
有
し
て
い
な
か
っ
た
。

こ
こ
に
登
場
し
た
の
が
〈
或
い
は
か
つ
ぎ
出
さ
れ
た
の
が
)
清
化
集
園
上
位
の
生
き
残
り
で

あ
る
庇
織
と
了
列
で
あ
っ
た
。

811 
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第

節

清
化
集
固
に
よ
る
逆
ク
ー
デ
タ

『
全
書
』
巻
十
二

天
輿
二
年
〈
H
H
光
順
元
年
、

一
四
六
O
〉
六
月
初
六
日
の
燦
に

諸
と
の
大
臣
庇
蛾

・
丁
列
等
、
義
を
侶
え
、
屯

・
般
の
逆
黛
を
訣
し
、
宜
民
を
降
し
て
侯
と
信
用
し
、
嘉
王
を
迎
え
て
一
帝
一
位
に
即
か
し
む
。

と
あ
る
よ
う
に
、

宜
民
に
制
刻
す
る
逆
ク
ー
デ
タ
が
成
功
し
、
嘉
王
即
ち
聖
宗
が
擁
立
さ
れ
た
。

「
は
じ
め
に
」
で
も
論
じ
た
が
‘
こ
の
聖
宗
こ

そ
中
央
集
権
的
な
官
僚
制
園
家
の
完
成
に
成
功
し
た
皇
帝
で
あ
る
。

聖
宗
の

一
連
の
諸
改
革
、
と
り
わ
け
重
要
な
官
制
改
革
は
光
順
六

・
七
年
三
四
六
五
・

六
六
)
頃
よ
り
本
格
的
に
始
ま
る
が
、
こ
こ
で
最
大

の
問
題
と
な
る
の
は
、
前
記
引
用
文
に
あ
る
如
く
、
逆
ク
ー
デ
タ
を
起
こ
し
た
者
に
「
迎
え
ら
れ
て
即
位
し
た
」
聖
宗
が
、
如
何
に
し
て
こ
れ

(

日

)

ら
中
興
の
功
臣
を
制
し
て
皇
帝
濁
裁
へ
向
け
て
の
諸
政
策
を
寅
施
に
移
す
事
が
で
き
た
か
、
と
い
う
事
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
射
す
る
先
撃
の

ま
ず
ウ
イ
ッ
ト
モ
ア
氏
は
専
ら
聖
宗
の
皇
帝
と
し
て
の
資
質
に
こ
れ
を
節
し
て
い
る
が
、

(

閉

山

)

」
れ
で
は
全
く
説
明
に
な
っ
て
い
な
い
。
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見
解
は
極
め
て
歯
切
れ
が
悪
い
。

次
に
藤
原
氏
は
官
制
改
革
の
質
現
理
由
と
し
て
、

一帝
の
資
質
、
明
制
に
詳
し
い
知
識
人
と
の
接
燭
、

宜
民
時
の
下
地
な
ど
を
暴
げ
て
い
る
。

(
武
人
宰
相
の
反
射
を
押
し
切
っ
て
)
敢
え
て
質
現
に
至
ら
し
め
た
の
が
聖
宗
の
官
制
改
革
で
あ

(
問
)

る
と
す
る
が
、
こ
れ
も
寅
現
理
由
の
説
明
に
な

っ
て
い
な
い
。

し
か
し
武
人
宰
相
と
の
か
ね
あ
い
に
つ
い
て
は

最
後
に
佐
世
氏
は
示
唆
に
富
む
論
述
を
多
く
行
な
っ

て
お
ら
れ
、
こ
の
期
に
清
化
集
園
を
含
む
開
園
功
臣
の
数
が
激
減
し
て
い
た
こ
と
を
論

(

回

)

じ
て
い
る
が
、
新
た
に
生
ま
れ
た
中
興
の
功
臣
に
ま
で
は
言
及
が
な
い
。

こ
の
中
興
の
功
臣
を
ど
う
制
御
し
て
い
っ
た
か
が
、
聖
宗
の
諸
政
策
成
功
の
要
因
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
そ
こ
で
本
節
で
は
そ
の
要
因

温
求
の
第
一
歩
と
し
て

「
庇
織
・
丁
列
ら
を
中
心
と
す
る
」
逆
ク

ー
デ
タ
を
分
析
し
て
み
た
い
。

さ
て
分
析
に
あ
た
り
、

「
首
謀
者
」

と
さ
れ
る
庇
蛾

・
丁
列
の
雨
ク
ー
デ
タ
前
後
に
置
か
れ
て
い
た
立
場
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。



佐
世
氏
が
論
じ
た
如
く
、
こ
の
時
期
、
清
化
集
圏
上
位
者
を
含
む
開
園
功
臣
の
数
は
政
争
や
賜
死
、
自
然
死
な
ど
に
よ
り
激
減
し
て
い
た
。

首
然
の
事
な
が
ら
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
清
化
集
園
上
位
者
も
縮
少
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
庇
蟻
は
既
述
の
如
く
太
和
三
年
に
罷
職
と
な

り
、
同
六
年
に
復
蹄
し
た
が
、
そ
の
位
は
少
保
で
あ
り
、
む
ろ
ん
宰
相
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
は
ず
さ
れ
て
い
た
。
一
方
の
丁
列
も
太
和
二
年
に

監
禁
さ
れ
、
同
六
年
に
漸
く
出
獄
を
赦
さ
れ
た
。
『
大
越
通
史
』
巻
三
十
一
丁
列
俸
に
よ
る
と
、
延
寧
年
聞
に
は
太
保
と
し
て
復
職
し
た
ら

し
い
が
、
彼
も
庇
織
と
同
様
、
宰
相
ク
ラ
ス
の
人
物
で
は
も
は
や
な
か
っ
た
。
宜
民
の
ク
ー
デ
タ
が
成
功
の
後
、
仁
宗
朝
の
宰
相
グ
ル
ー
プ
で

あ
っ
た
杜
秘
・
察
受
ら
を
中
心
と
す
る
宜
民
暗
殺
計
重
に
参
加
し
な
か
っ
た
(
或
い
は
参
加
で
き
な
か
っ
た
)
の
も
、

そ
し
て
そ
れ
が
幸
い
し
て

殺
裁
を
兎
れ
た
の
も
、
い
わ
ば
権
力
の
無
い
紋
況
に
置
か
れ
て
い
た
震
と
言
え
よ
う
。
従
っ
て
こ
の
よ
う
に
擢
力
を
持
た
ぬ
二
人
が
逆
ク
ー
デ

タ
を
企
て
、
成
功
し
た
原
因
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
二
人
が
共
に
「
中
興
功
臣
之
第
ご
と
稽
さ
れ
た
事
に
つ
い
て
も
十
分
疑

っ
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

時
、
宜
民
位
を
塞
う
こ
と
織
か
八
月
に
し
て
、
姦
回
を
崇
信
し
奮
臣
を
屠
裁
し
、
祖
宗
の
法
制
、

一
切
紛
更
し
、
人
怨
み
天
怒
る
。
是
に
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前
掲
『
全
書
』
巻
十

天
輿
二
年
六
月
-
初
六
日
の
僚
の
績
き
に

於
い
て
、
動
蓄
の
大
臣
開
府
儀
同
三
司
入
内
検
校
太
停
卒
章
軍
園
重
事
亜
郡
侯
庇
織
・
丁
列
・
入
内
検
校
卒
一
章
箪
闇
重
事

E
上
侯
察
陵

・

司
馬
参
預
朝
政
亭
上
侯
繋
念
・
総
知
御
前
後
軍

E
侯
察
仁
順
・
総
知
御
前
中
軍
関
内
侯
繋
仁
噌
・
線
知
御
前
善
樟
名
軍
冠
服
侯
鄭
文
漉
・

余
知
北
道
軍
民
簿
籍
鄭
鐸

・
殿
前
司
都
司
揮
庇
徳
忠
・
鍛
突
左
軍
大
隊
長
庇
煙
・
入
内
大
行
遣
家
永
長

・
殿
前
司
指
揮
饗
燕
・
繋
解
等
相

輿
に
議
す
。
:
(
中
略
)
・
:
朝
退
き
、
倶
に
議
事
堂
崇
武
門
外
に
坐
し
、
庇
蛾
等
義
を
備
え
、
逆
屯
・
般
を
議
事
堂
前
に
於
い
て
殺
首
す
。

因
り
て
諸
互
の
城
門
を
閉
じ
、
各
ヒ
禁
丘
ハを
以
っ
て
そ
の
内
難
を
卒
ら
げ
、
弁
び
に
逆
黛
陳
陵
等
一
百
除
人
を
設
す
。
・
:
(
以
下
略
)
:
・

と
、
逆
ク
ー
デ
タ
の
朕
況
が
か
な
り
詳
細
に
-
記
さ
れ
て
い
る
。

:813 

こ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
ク
ー
デ
タ
の
謀
議
及
び
決
行
に
は
庇
燥
・
丁
列
・
李
凌
(
繋
陵

γ
繋
念
の
他
に
、
禁
寧
諸
隊
の
勝
校
が
加
わ
っ
て
い

る
こ
と
が
知
れ
る
。
既
述
の
如
く
、
既
織
・
丁
列
は
宜
民
朝
に
あ
っ
て
ほ
と
ん
ど
無
力
の
朕
態
で
あ
り
、
嘗
然
の
事
な
が
ら
兵
権
も
握
つ
て
は
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い
な
か
っ
た
。
李
凌
・
繋
念
に
闘
し
で
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
庇
蟻
ら
か
ら
の
働
き
か
け
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は

不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
禁
軍
の
将
校
は
、
上
か
ら
の
命
令
で
は
な
く
、
自
ら
の
一
意
志
に
よ
っ
て
ク
ー
デ
タ
へ
の
参
加
を
選
揮
し
た
と
言
え
よ

う
。
そ
し
て
逆
ク
ー
デ
タ
の
決
行
の
際
、
玩
蛾
ら
が
宜
民
議
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
沼
屯

・
潜
般
を
倒
し
た
後
、
速
か
に
宮
中
を
制
医
し
た
の
は
禁

軍
で
あ
り
、
彼
ら
を
動
か
し
た
の
は
そ
の
直
接
の
統
率
者
で
あ
る
各
陵
の
賂
校
濯
で
あ

っ
た
。

逆
ク
ー
デ
タ
の
成
功
後
、
論
功
行
賞
が
行
な
わ
れ
、
庇
激

・
丁
列
ら
が
功
第

一
と
さ
れ
、
李
凌

・
禦
念
ら
が
こ
れ
に
次
ぎ
、
そ
の
次
に
禁
軍

の
諸
将
校
ら
が
賞
さ
れ
た
。

蛾
・
丁
列
の
二
人
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

し
か
し

こ
の
論
功
行
賞
は
果
た
し
て
安
嘗
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

確
か
に
こ
の
ク
ー
デ
タ
の
首
謀
者
は
庇

「
功
第
ご
に
は
二
人
が
開
園
の
元
勲
で
あ
る
と
い
う
事
寅
も
大
き
く
作
用
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
質
際
に
逆
ク
ー
デ
タ
に
最
も
貢
献
し
た
の
は
む
し
ろ
各
と
の
禁
軍
諸
除
の
将
校
と
、
そ
れ
に
率
い
ら
れ
た
禁
軍
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、

聖
宗
の
統
治
も
、
院
織

・
丁
列
ら
と
禁
軍
将
校
の
聞
に
は
地
位
的
に
大
き
な
聞
き
が
あ
り
、
そ
れ
で
い
て
上
下
の
命
令
系
統
で
南
者
が
結
ば
れ

て
い
な
い
と
い
う
貫
態
に
沿
っ
て
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

-138ー

第

節

聖
宗
初
期
の
政
策

さ
て
、
前
簡
で
論
じ
た
逆
ク
ー
デ
タ
よ
り

官
制
改
革
の
始
ま
る
光
順
六
年
(
一
四
六
五
〉

ま
で
の
時
期
を
聖
宗
初
期
と
す
る
と
、

」
の
時

期
最
も
問
題
に
な
っ
た
の
は
何
か
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
中
興
に
功
の
あ
っ
た
大
臣
と
禁
軍
将
校
の
慮
遇
で
あ
る
。

ま
ず
聖
宗
の
即
位
に
伴
っ
て
庇
蛾

・
丁
列
ら
が
宰
相
の
位
に
復
鯖
す
る
が
、
こ
れ
が
な
ぜ
い
と
も
簡
車
に
光
順
六
年
に
鹿
止
で
き
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
先
撃
は
こ
の
原
因
解
樟
に
苦
し
ん
で
お
ら
れ
る
が
、
こ
の
清
化
集
圏
上
位
の
生
き
残
り
に
よ
る
宰
相
制
は
、
既
述
し
た
如
く
、
土
蓋

と
な
る
べ
き
禁
軍
と
は
切
り
離
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
宜
民
以
前
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
、
聖
宗
初
期
の
宰
相
制
は
、
内
容
の
伴
わ
な
い
名

ば
か
り
の
も
の
で
あ
っ
た
。

光
順
四
年
十
二
月
の
僚
に
は
、

太
侍
玩
蛾
等
に
識
す
。
宗
祉
の
安
危
、
卿
数
人
に
在
り
。
卿
嘗
に
之
を
深
く
思
い
、
之
を
熟
主
計
る
ベ
し
。
政
事
を
奏
聞
す
れ
ば
、
朕
力

『
全
書
』
巻
十
二



疾
し
て
内
決
す
。
卿
等
外
に
之
を
承
け
よ
。

と
あ
り
、
既
蟻
等
に
劃
し
、
彼
ら
を
傘
重
し
つ
つ
も
一
帝
自
身
が
政
事
の
決
定
者
で
あ
る
と
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、

(
印
〉

の
貧
態
に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
高
位
を
輿
え
ら
れ
な
が
ら
も
彼
ら
は
徐
々
に
政
事
に
劃
す
る
護
言
権
を
奪
わ
れ
、
或
い
は
李
凌

こ
の
よ
う
な
宰
相
制

の
如
く
、
逆
ク
ー
デ
タ
の
直
後
、
聖
宗
で
は
な
く
恭
王
を
た
て
よ
う
と
し
た
と
い
う
理
由
で
謀
殺
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
故
、
宰
相
制
は
官

制
改
革
で
容
易
に
腰
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
禁
軍
に
つ
い
て
。
前
簡
で
論
じ
た
如
く
、
逆
ク
ー
デ
タ
で
最
も
功
の
あ
っ
た
の
は
見
方
に
よ
っ
て
は
禁
軍
の
将
校
達
で
あ
っ
た
。
聖
宗

は
宜
民
と
は
違
っ
て
彼
ら
を
掌
握
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
成
功
の
要
因
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
奉
げ
ら
れ
る
の
は
第
二
章
第
三
節
で
述
べ
た
如
く
、
早
く
か
ら
皇
帝
に
よ
る
禁
軍
掌
握
へ
の
営
み
が
績
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

次
に
こ
れ
も
第
二
章
第
二
節
で
論
じ
た
が
、
本
来
宰
相
が
捨
う
は
ず
の
軍
事
指
揮
権
が
失
わ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
逆
ク
1
デ

-139-

タ
直
後
の
聖
宗
に
と
っ
て
は
、
宰
相
と
禁
軍
と
は
必
ず
し
も
一
健
化
し
た
も
の
で
は
な
く
、
後
者
を
自
ら
に
直
結
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た

わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
に
も
疑
問
は
残
る
。
そ
れ
は
、
禁
軍
将
校
が
、
何
故
そ
の
功
を
も
と
に
政
治
権
力
を
撞
ら
な
か
っ
た
の
か
。
そ
れ
に

は
逆
読
め
く
が
、
何
よ
り
も
庇
蛾

・
丁
列
の
存
在
が
大
き
い
。
彼
ら
と
将
校
達
の
聞
に
は
地
位
や
キ
ャ
リ
ア
の
貼
で
あ
ま
り
に
も
聞
き
が
大
き

(
臼
)

く
、
名
ば
か
り
と
は
言
え
、
宰
相
制
の
存
在
が
、
将
校
達
の
政
事
参
輿
を
は
ば
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
勝
校
達
は
「
貫
」
の
方
は
し
っ
か
り
と
取
っ
て
レ
る
。

彼
ら
は
爵
位
や
世
業
回
等
を
輿
え
ら

(

位

)

れ
、
更
に
、
官
制
改
革
後
の
五
軍
都
督
府
制
で
、
数
多
く
の
将
校
が
都
督
そ
の
他
に
と
り
た
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
清
化
集
圏

は
装
い
を
新
た
に
し
、
純
粋
の
武
人
た
る
清
化
軍
圏
と
し
て
再
編
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

聖
宗
初
期
は
表
面
的
に
は
清
化
集
園
上
位
の
生
き
残
り
に
よ
る
宰
相
制
が
復
活
し
、
後
の
官
制
改
革
期
ま
で
の
停
滞
期
と
考
え
ら
れ
勝
ち
で

あ
る
。
し
か
し
貫
際
に
は
禁
軍
の
再
編
、
光
順
四
・
七
年
の
科
奉
に
よ
る
文
臣
の
大
量
登
用
な
ど
と
い
っ
た
諸
策
が
着
々
と
準
ん
で
お
り
、
む

光
順
元
年
十
月
の
論
功
行
賞
で
、

815 



816 

闘
で
あ
っ
た
。

し
ろ
官
制
改
革

へ
向
け
て
の
準
備
期
間
と
考
え
た
方
が
相
雁
し
い
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
文
・
武
雨
班
の
う
ち
、
武
班
を
捨
っ
た
の
が
清
化
軍

お

オっ

太
組
よ
り
営
々
と
績
け
ら
れ
て
き
た
滑
化
集
闘
の
掌
援
は
、
聖
宗
時
に
一
腰
完
成
を
み
た
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
聖
宗
の
裂
後
、

ヴ
ェ
ト

た
政
治
が
行
な
わ
れ
た
が
、
次
の
威
謹
一
一
帝
(
在
位
一
五
O
四
i
一五
O
九
)
以
降
、

ナ
ム
は
再
び
抗
争
・
内
紛
の
時
代
を
迎
え
る
。
次
一
帝一
憲
宗
(
在
位
一
四
九
七
一
五
O
四
)
・
粛
宗
(
在
位
一
五

O
凹
)
の
頃
ま
で
は
比
較
的
安
定
し

や
が
て
南
策
地
方

一
帝
位
縫
承
を
め
ぐ
っ
て
内
蹴
が
相
縫
ぎ
、

出
身
の
武
人
莫
登
庸
に
よ
り
一
五
二
七
年
察
朝
は
一
時
断
絶
し
た
。
そ
し
て
こ
う
し
た
内
蹴
勃
設
の
遠
因
が
、
賓
は
こ
の
聖
宗
初
期
の
清
化
集

(

m

∞) 

囲
の
と
り
扱
い
に
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
聖
宗
以
降
、
武
班
に
お
け
る
消
化
集
園
の
優
位
は
制
度
的
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が

莫
氏
反
飢
の
一
因
に
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
し
て
莫
氏
を
倒
し
て
復
活
し
た
繋
朝
が
頼
み
と
し
た
の
は
莫
氏
打
倒
に
最
も
貢
献
し
た

-140ー

清
化
・
父
安
の
兵
士
で
あ
り
、
彼
ら
は
再
び
政
治
全
般
に
わ
た
っ
て
影
響
カ
を
行
使
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

註(

1

)

例
え
ば

C
可

回

ωロ
穴

r
s
z
q
n
×
帥
白
色
〈
広
丹

Z
ω
E
-
h
R
F

'
同
町
可
刊
、
k
h
H

弓
R
H

苦
-
忍
百
円

-
E
ι
F
Z
u
-
-
H申
叶

H・
。
r
z・0
・
口
問
〈
口
や
、

片
倉
秘

『
ベ
ト
ナ
ム
の
歴
史
と
東
ア
ジ
ア
前
近
代
編
』
杉
山
出
版

祉
、
一
九
七
七
、
七
一
|
七
六
頁
な
ど
。

(

2

)

例
え
ば
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
は
女
性
の
権
限
が
中
園
に
比
べ
、
強

か
っ
た
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
仁
井
田
隆
「
南
方
民
族
法
と

中
閣
法
と
の
交
渉
|
察
朝
刑
法
考
|
」
『
補
訂
中
園
法
制
史
研
究
刑

法』

東
京
大
皐
出
版
舎
、
一
九
八
一
、
第
三
部
第
十
二
章
所
枚
。
牧

野
巽
「
安
南
の
繋
朝
刑
律
に
あ
ら
わ
れ
た
家
族
制
度
|
特
に
そ
の
家
産

制
度
に
つ
い
て
|」
『
支
那
家
族
研
究
』

生
活
位
、
一
九
四
因
。
後

に

『牧
野
即
興
著
作
集
』
第
二
巻
、
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
八

O
に
再

録
。
山
本
達
郎
「
安
南
禦
朝
の
婚
姻
法
」
『
東
方
皐
報
東
京
』
第
八

問
、
一
九
三
八
な
ど
。

(
3
〉
聖
宗
の
洪
徳
均
田
制
に
掬
し
て
は
、
綾
井
由
拐
雄
氏
は
圏
有
国
と
し
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て
の
公
団
を
中
央
権
力
が
個
々
の
公
団
耕
作
農
民
に
均
給
し
、
租
税
を

確
保
す
る
と
い
う
性
格
が
強
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
襖
弁

由
弟
雄
「
洪
徳
均
回
例
の
分
析
」

『
ベ
ト
ナ
ム
村
落
の
形
成
|
村
落
共

有
田
H

コ
ン
デ
ィ
エ
ン
制
の
史
的
展
開
|
』
創
文
位
、
一
九
八
七
。

(
4
〉
藤
原
利
一
郎
「
禦
朝
聖
宗
の
官
制
改
革
」
「
察
朝
聖
宗
の
官
制
改
革

の
背
景
」
『
東
南
ア
ジ
ア
史
の
研
究
』
法
蕨
館
、
一
九
八
六
。

〈

5
)

者
Z
E
R
o
-
』・町内・・叫
d
Z
Uさ
と
毛
苦
S
H
久
』
い
m
C
S司
ミ
ミ
ミ

s
h
a
q
H内
S
(
U
S
H
Rミ
ヨ
ミ
之
島
幸
-
。
。
『
E
E
Cロル〈・同
ν
r
-
U
-

U
F
M臼
O
H
s
t
o
p
H由
自
由

w-

(
6
〉
現
在
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
行
政
匡
壷
は
歴
史
叙
述
に
は
不
適
格
な
の

で
、
沓
フ
ラ
ン
ス
徳
民
地
期
の
行
政
医
査
で
以
下
一
示
す
。

(

7

)

佐
世
俊
久
「
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
禦
朝
園
家
の
確
立
過
程
に
関
す
る
一
考

察
」
『
史
象
研
究
』
一
六
七
鏡
、
一
九
八
五
。

(
8
)

特
に
十
四
世
紀
後
半
、
陳
朝
の
衰
え
に
乗
じ
て
チ
ャ
ン
パ
が
北
進

し
、
同
地
を
め
ぐ
っ
て
何
度
か
戟
銅
の
あ
っ
た
こ
と
が
諸
史
料
に
散
見

さ
れ
る
。

(

9

)

桃
木
氏
は
、
陳
朝
期
、
宗
室
が
同
地
の
女
性
と
婚
姻
を
結
び
、
そ
の

子
孫
が
代
々
こ
の
地
を
治
め
、
陳
朝
支
配
鐙
制
の
一
理
を
成
し
て
い
た

こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
桃
木
至
朗
「
陳
朝
期
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
政
治

僅
制
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
『
東
洋
史
研
究
』
第
四
一
各
第
一
鋭
、

一
九
八
二
、
一

O
一
ー
一

O
三
頁
。

(ω
〉
古
田
元
夫
「
ベ
ト
ナ
ム
人
の
『
西
方
関
輿
』
の
史
的
考
察
」
土
屋
健

治
・
白
石
隆
編
『
東
南
ア
ジ
ア
の
政
治
と
文
化
』
東
京
大
皐
出
版

倉
、
一
九
八
四
、
二
|
一
六
頁
。

(
日
〉
胡
朝
期
、
大
量
の
農
民
が
嘗
時
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
最
南
端
に
あ
た
る
化

州
(
ト
ワ
テ
ィ
エ
ン
省
)
に
移
さ
れ
、
陳
氏
の
再
撃
に
感
じ
た
。

(
ロ
〉
当
F
F
昨日。『
0

・。、

-S-L-印・

ハ
日
〉
駒
常
利
の
抗
明
戦
に
欄
し
て
は
、
山
本
達
郎
『
安
南
史
研
究

I
l元
明

雨
朝
の
安
南
征
略
|
』
山
川
出
版
社
、
一
九
五

O
、
六
一
五
|
七
六

二
頁
、
同
「
明
の
ベ
ト
ナ
ム
支
配
と
そ
の
尉
媛
(
一
四

O
O
l
一
四
二

八
年
)
」
山
本
達
郎
編

『
ベ
ト
ナ
ム
中
園
関
係
史
1

由
民
の
箆
頭
か
ら

清
併
戦
争
ま
で
|』

山
川
出
版
社
、
一
九
七
五
、
二
一
五
|
二
五
一

頁、

2
M
g
Zロ可

F
b
1
2
6ロ
巴
ど
り
0
削

P
側、

vE
之内、

v芯
h
a
連

句
ロ
〆

F
Bロ
H
V吟

E-
出
P
Z
φ
r
S
3・
に
擦
っ
た
。

山
本
氏
は
禦
利
の
抗
明
戦
を
、
永
聖
帝
の
死
去
で
二
分
し
、
前
者
を

繁
利
の
守
勢
期
、
後
者
を
攻
勢
期
と
さ
れ
て
い
る
が
、
諸
燃
の
出
身
地

推
定
の
篤
に
は
、
宣
徳
元
年
八
月
の
紅
河
デ
ル
タ
へ
の
進
出
を
以
っ
て

も
う
一
つ
区
分
す
る
必
要
が
あ
る
。

(
M
〉
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
側
史
料
は
否
定
し
て
い
る
が
、
禦
利
が
陳
季
績
の
軍
に

参
加
し
て
い
た
こ
と
が
『
安
南
志
原
』
巻
一
線
要
に
「
禦
利
、
季
搬

の
黛
也
。
」
と
あ
る
こ
と
で
わ
か
る
。
更
に
『
明
寅
録
』
等
に
よ
る
と

利
が
明
の
官
職
を
う
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
季
搬
の
軍
に
あ
っ
て
相
賞

明
を
悩
ま
せ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
清
化
の
一
土
豪
に
す
ぎ
な
い
繁

利
の
も
と
に
、
院
薦
、
劉
仁
樹
、
装
備
、
節
義
な
ど
、
清
化
以
北
の
出

身
者
が
若
干
で
は
あ
る
が
加
わ
っ
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る

も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
家
朝
の
開
園
功
臣
は
す
べ
て
闘
姓
で
あ
る
禦

姓
を
賜
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
原
史
料
引
用
等
特
別
の
場
合
を
除

き
、
原
姓
の
剣
明
す
る
者
は
原
姓
の
ま
ま
で
叙
述
す
る
こ
と
に
す
る
。

(
時
〉
某
人
が
い
つ
繁
利
集
闘
に
加
わ
っ
た
か
を
推
定
す
る
方
法
を
以
下
に

示
す
。
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ωこ
の
期
の
重
要
史
料
で
あ
る
『
藍
山
貫
録
』
『
大
越
史
記
全
書
本

紀
』

(
陳
剤
和
氏
の
校
合
本
東
洋
皐
文
献
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
五
、

を
使
用
。
以
下
『
全
書
』
と
略
記
。
〉
『
大
越
通
史
』
巻
一
な
ど
に

最
も
早
く
茶
人
の
名
が
み
え
る
時
黙
を
集
閣
参
加
時
と
す
る
。

山
別
に
『
大
越
通
史
』
列
停
、
『
歴
朝
憲
-章
類
誌
』
(
以
下
『
類
誌
』

と
略
記
。
)
人
物
志
、

『大
南
一
統
士
山
』
〈
以
下
『
一
統
志
』
)
人
物
の

僚、

『欽
定
越
史
通
鑑
綱
目
』
(
以
下
『
網
目
』
〉
人
名
註
な
ど
で
濁

自
の
列
停
或
い
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
が
あ
れ
ば
そ
れ
に
従
う
。

ωこ
の
作
業
は
あ
く
ま
で
順
天
二
年
の
ラ
ン
キ
ン
グ
に
載
っ
た
人
物
を

類
型
分
け
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
人
物
、
例
え
ば
そ

れ
以
前
に
戦
死
し
た
人
物
な
ど
は
特
に
重
要
な
場
合
を
除
き
、
考
慮
に

入
れ
な
い
。
従
っ
て
以
下
に
綴
々
と
記
さ
れ
る
人
物
だ
け
が
繋
利
に
従

っ
た
賂
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

以
上
の
原
則
に
従
っ
て
、
-
期
に
集
圏
に
参
加
し
た
者
を
以
下
に
示

す
。
ま
ず

『大
越
通
史
』
単
位
一
永
柴
十
六
年
戊
戊
正
月
初
二
日
庚
申

の
僚
に
駒
常
利
の
起
義
に
従
っ
た
諸
持
が
列
翠
さ
れ
て
い
る
の
で
以
下
に

示
す
。

①
繋
康
②
駒
常
論
①
繁
狩
④
察
抄
⑤
駒
常
陸
⑥
禦
嵩
⑦
察
汝

箆

③

察

弄

⑨

繁

悶

⑮

一

鄭

吾

⑪

鄭

悔

⑫

禦

菟

⑬

饗

場

⑬

禦
理
⑮
察
車
雷
⑮
察
克
復
⑫
繋
定
⑬
察
一
朗
⑫
察
問
③
察

蘭

@

繋

誕

②

察

結

③

禦

度

⑧

察

謙

③
察
顧
③
動
宮
林
②

劉
諒
③
繋
験
⑮
一
家
文
教
③
陳
運
@
陳
稽
@
察
景
詩
③
沼

舘

@

一泡

葵

③

繁

察

@

張

雷

⑨

鄭

可

③

一楽
園
輿
③
家
臨
司

@
察
柳
⑪
察
一
汝
臨
凡
@
察
可
朗
⑬
武
威
⑪
鄭
無
@
劉

患

⑮

際
倍
加
@
社
秘
⑬
院
薦
@
察
文
霊
@
禦
慎
@
黍
文
安

更
に
『
全
書
』
巻
十
同
年
同
月
の
僚
に
よ
る
と
、
@
察
石
③
丁

蒲
@
禦
銀
③
家
間
@
院
織
⑧
蒙
踏
、
『
藍
山
貫
録
』
巻
一

同
年
同
月
の
僚
に
よ
る
と
、
更
に
③
装
備
が

I
期
に
加
わ
っ
た
こ
と
が

知
れ
る
。
ま
た

『大
越
通
史
』
巻
一
永
繁
二
十
年
十
二
月
の
僚
に
@

院
隻
@
禦
領
の
名
が
み
え
る
。
更
に
『
全
書
』
巻
十
一
順
天
元
年

二
月
の
僚
に
よ
る
と
、

院
崖
(
『
綱
目
』
に
よ
る
と
起
義
し
た
藍
山
に

あ
る
村
名
)
に
お
い
て
功
あ
っ
た
者
に
封
し
て
園
姓
が
奥
え
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
の
中
に
@
懇
疏
〔
酪
〕
@
察
躍
の
名
が
み
え
て
い
る
。
こ

の
@
と
⑤
が
別
人
物
で
あ
る
こ
と
は
後
述
す
る
。

次
に
濁
自
の
列
俸
等
に
よ
り
、

@
劉
仁
溺
(
『
大
越
通
史
』
巻
三
十
二
同
俸
〉

@
丁
列
(
『
大
越
通
史
』
巻
三
十
一
同
俸
)

@
察
魁
(
『
類
誌
』
巻
九
人
物
誌
同
傍
)

@
陳
檎
及
び
そ
の
子
@
陳
燭
(
『
一
統
志
』
巻
七
清
化
省
下
人
物
の

篠
)

@
李
巴
牢
(
『
大
越
通
史
』
巻
三
十
一
禦
家
俸
に
よ
れ
ば
、
彼
は
こ

の
時
期
戦
い
に
参
加
し
戦
死
し
た
李
家
の
父
で
あ
る
)

@
禁
固
(
『
綱
目
』
巻
十
三
卒
定
王
二
年
(
一
四
一
九
)
五
月
の
傑
及

び
註
)

⑫
杜
犬
(
フ
ァ
ン
H

ダ
イ
ゾ
ア
ン
氏
の
家
譜
を
も
と
に
し
た
研
究
に
よ

る
と
、
杜
犬
は
一
名
杜
大
で
、
動
常
利
の
元
家
奴
で
あ
り
杜
秘
の
父
で

あ
っ
た
。
同
》
『
ωロ
巴
回
一

U
o
r・
2
F
h
M

戸
0
・F

〈
皆
同
勘
司
『
q
-
v
Z口
問

ロ

r白
r
。

rロ
可
伽
ロ
『
片
町
山
口
』
C
〕
『
伊
丹
島
一
ロ

r
同

rhp口
問
-
0
・F

可
。
口
問
司

ro口
間

同
『
断
。
同
一
公
司

r
bロ
問

E
ロ

骨

D
n
s
c
p恥
芝
×
〈
¥
ミ
h
E言

。
H
E

』

rEvh叫
H
M

・・〈立
l

司
旬
。
h
3
M
H
P
同
由

E
・
3
・2
1凸
)
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以
上
の
う
ち
、
清
化
出
身
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

④
察
抄
(
『
一
統
士
山
』
巻
十
七
滑
化
省
下
人
物
の
僚
に
察
欝
域
の
名

が
あ
る
。
『
全
書
』
単
位
十
一
太
和
六
年
二
月
の
僚
に
よ
る
と
抄
は

そ
の
父
で
あ
る
。
)

⑤
駒
常
躍
(
『
大
越
通
史
』
巻
三
十
五
同
惇
〉

⑬
繋
理
(
『大
越
通
史
』
巻
三
十
三
岡
市
博
〉

⑮
郷
克
復

(
「
一
統
志
』
巻
十
七
滑
化
省
下

人
物
の
僚
)

⑬
沼
問
(
『大
越
通
史
』
巻
三
十
三
間
停
)

⑧
察
林
(
『
大
越
通
史
』
巻
三
十
一
繋
来
停
附
察
林
停
〉

③
禦
察

(
『
大
越
通
史
』
巻
三
十
二
同
博
〉

③
鄭
可
(
『
大
越
通
史
』
巻
三
十
二
同
俸
〉

⑪
院
汝
覚

(『一一統士山
』
巻
十
七
滑
化
省
下

人
物
の
傑
〉

⑫
杜
秘
・
@
杜
犬

9
7
2
巴
色
。

oE-
。
司
・
円
一
了
司
・

8
・〉

⑫
禦
文
霊
(
『
類
誌
』
巻
九
人
物
誌
同
俸
)

@
甜常仮

(
『
大
越
通
史
』
単
位
三
十
三
同
俸
〉

@
繁
文
安

(
『
大
越
通
史
』
巻
三
十
三
岡
市
博
〉

@
察
石

(『大
越
通
史
』
各
三
十
一
同
惇
)

@
察
銀
(
『
大
越
通
史
』
巻
三
十
二
同
俸
)

③
院
隻
(
『
一
一
統
士
山
』
単
位
十
七
清
化
省
下

人
物
の
燦
)

@
丁
列
(
『
大
越
通
史
』
巻
三
十
一
同
博
)

@
駒
常
魁
(
『
類
誌
』
巻
九
人
物
誌
岡
崎
博
〉

av陳
摺

〈『
一一統士山
』
巻
十
七

清
化
省
下
人
物
の
傑
)

@
陳
燭
〈
『
一
統
志
』
巻
十
七
清
化
省
下
人
物
の
傑
)

@
李
巴
牢
(
『大
越
通
史
』
巻
三
十
一
禁
家
侍
)

次
に
Mλ

安
(
ゲ
ア
ン
、
ハ
テ
ィ
ン
省
)
の
出
身
者
は
次
の
通
り
で
あ

る。@
院
蛾
(
『
大
越
遁
史
』
巻
三
十
一
同
停
〉

@
郷
園
(
『
綱
目
』
巻
十
三
卒
定
王
二
年
五
月
の
僚
註
)

川
λ

安
は
清
化
の
南
郷
り
で
あ
り
、
特
に
陳
季
績
の
血
宣
(
時
、
清
化
勢

力
と
行
動
を
共
に
し
た
事
か
ら
清
化
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
扱
う
。

次
に
他
の
出
身
地
の
わ
か
る
者
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

⑩
郷
蕩
(
『
大
越
通
史
』
巻
三
十
三
間
停
に
よ
る
と
嘉
遠
山
葵
祉
E

頼
林
〈

‘一
ン
ピ
ン
省
〉
の
人
)

⑬
玩
薦
(
『
顎
誌
』
巻
七
人
物
誌
同
俸
に
よ
る
と
上
一
崎
直
木
渓
(
ハ
ノ

イ
省
)
の
人
)

③
装
備
(
『
綱
目
』
巻
十
三
卒
定
王
九
年
八
月
の
僚
註
に
よ
る
と
、

天
本
(
ナ
ム
デ
ィ
ン
省
〉
の
人
)

@
劉
仁
溺
(
『
大
越
通
史
』
巻
三
十
二
同
俸
に
よ
る
と
大
慈
豚
安
順

上
位
〈
タ
イ
グ
エ
ン
省
)
の
人
)

(
日
〉
永
繁
二
十
二
年
(
一
四
二
一
ニ
)
に
、
一
旦
明
に
屈
伏
し
、
藍
山
に
戻

っ
た
動
常
利
は
、
翌
年
七
月
、
永
祭
-
帝
が
出
閉
じ
た
の
を
機
舎
と
し
、

九
月

再
奉
し
た
。

(
げ
)
『
一
一
統
士
山
』
巻
十
七
清
化
省
下

人

物
の
僚
の
禦
隻
の
註
に
、

東
山
燃
の
人
。
本
姓
院
。
・
:
(
中
略
)
・
:
陳
末
、
明
人
政
苛
に
し
て

民
之
に
苦
し
む
。
隻
、
州
里
を
結
集
し
、
義
を
唱
え
黄
焼
山
洞
に
築

盈
し
、
正局
に
居
る
。
・
:
(
中
略
)
・
:
兵
千
徐
有
り
、
鋭
令
、
東
山
・

農
貢

・
玉
山
数
懸
に
行
な
わ
る
。
・
:
(
中
略
)
:
禦
太
祖
霊
山
に
起

兵
し
、
人
を
し
て
之
を
招
き
、
問
う
る
に
兵
事
を
以
っ
て
す
。
隻
請

う
る
に
、
先
ず
Uλ

安
に
入
り
て
琴
彰
の
砦
に
録
り
、
撫
順
攻
逆
し
、

お
も
む
る

然
る
後
、
徐
に
東
都
に
出
づ
れ
ば
則
ち
大
事
成
る
可
し
と
。
大
租

143ー
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之
を
然
り
と
し
、
進
ん
で
父
安
城
を
取
る
。
・
:
(
以
下
略
〉

と
あ
る
。

山
本
氏
の
研
究
で
は
、
院
隻
に
つ
い
て
は
紛
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、

ヴ
Z

ト
ナ
ム
人
史
家
は
こ
の
院
隻
を
高
く
評
債
し
て
い
る
。

2H吉岡

〈
帥
ロ
田
内
z
r
・
公
の
C
A
v
n
r
F
A
r
-
Z
間宮内
w
の

f
w
Z四
5
L
E
の『一
n
r
・-u

之
内
ト
匂

H印印・

5
2・
E
・
g
-寸
∞
・
同
】
宮
ロ
ヱ
ミ
F
b
t|

同
よ
自
己
白

F

U
o
E
・。、
・ミ・・

3
・H
S
l
H
H
H
・

(
四
〉
こ
の
戦
略
に
最
も
功
の
あ
っ
た
の
が
陳
氏
の
末
現
間
隙
揮

〔汗
〕
で
、

彼
は
反
胡
氏

・
反
清
化
色
の
強
い
新
卒

・
順
化
の
勢
力
と
肋
常
利
集
闘
を

結
び
つ
け
る
役
と
し
て
は
最
適
任
者
で
あ
っ
た
。

(
川
口
〉
こ
の
日
期
に
集
固
に
加
わ
っ
た
者
を
列
摩
す
る
。

⑪
陳
(
元
)
揮
ハ
註
〈
国
)
の
作
戦
時
に
名
が
初
出
)

⑫
沼
盃

(
『
全
書
』
巻
十
永
繁
二
十
二
年
十
二
月
の
僚
に
初
出
)

③
張
戦
(
同
右
)

⑫
禦
舌
(
『
全
書
』
径
十

永
融
市
二
十
三
年
四
月
の
僚
に
初
出
)

こ
れ
ら
の
う
ち
出
身
地
が
わ
か
る
の
は
、

⑪
が
『
大
越
通
史
』
巻
一一一

十
二
問
停
に
よ
る
と
立
石
(
ソ
ン
タ
イ
省
〉
で
、
③
が
清
化

(
2
2

巴
巴

U
o
E
・
3
・
nF-
司・
ω
晶
)
で
あ
る
。

(却〉

田
期
に
集
闘
に
参
加
し
た
者
を
示
す。

③
活
文
巧
(
『
金
書
』
各
十

宣
徳
元
年
八
月
の
篠
)

命
語
圏
禎
(
『
全
書
』
巻
十
同
年
十

一
月
の
僚
〉

的
援
受
(
『
全
書
』
巻
十
同
年
十
二
月
の
候
〉

⑬
繋
冷
(
同
右
)

@
何
栗
(
『
大
越
通
史
』

を
一

こ
れ
ら
の
う
ち
③
だ
け
が
、

宣
徳
二
年
二
月
の
篠
)

『
大
越
、通
史
』
各
三
十

同
停
に
よ

る
と、

京
路

(
ハ
ノ
イ
〉
出
身
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

(
幻
)
こ
の
ラ
ン
ク
で
問
題
に
な
る
の
は
、
@
劉
仁
溺

・
@
庇
薦
・
@
陳
揮

の
名
が
無
い
こ
と
で
あ
る
。
ウ
イ
ッ
ト
モ
ア
氏
は
、
劉
仁
溺
は
リ
ス
ト

漏
れ
(
註
(
忽
〉
参
照
〉
、
陳
揮
は
『
大
越
通
史
』
の
列
停
か
ら
そ
の
原

因
を
知
る
こ
と
は
不
可
、
庇
腐
は

『大
越
通
史
』
に
列
侍
そ
の
も
の
が

無
い
と
し
て
い
る
。
g
F
M
Z
H
O
B
-
。、

-ch・-同
Y
N
日・ロ

-H
E
劉
仁
溺

に
関
し
て
は
氏
に
同
意
す
る
が
、
陳
揮
は
本
文
に
も
あ
る
よ
う
に
順
天

二
年
五
月
以
前
に
殺
さ
れ
て
お
り
、

リ
ス
ト
に
載
ら
な
い
の
は
首
然
で

あ
る
。
又
、
院
腐
に
関
し
て
は
、
本
文
で
論
じ
た
よ
う
に
、
こ
の
リ
ス

ト
の
作
製
者
が
彼
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
る
他
は
無
い
と
考
え
る
。

(
幻
)
こ
の

1
1

M
は
む
ろ
ん
原
史
料
に
附
さ
れ
て
い
な
い
が
、
単
に
便
宜

的
な
も
の
で
な
い
こ
と
は

『
大
越
通
史
』
巻
三
十
二
数
仁
樹
脂
時
に
、

(
順
天
)
二
年
五
月
、
上
、
功
功
臣
に
窄
し
、
直
上
侯
に
封
ぜ
ら

れ
、
名
は
第
五
に
在
り
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
知
れ
よ
う
。
則
ち
、
例
え
ば
同
じ
亭
上
侯
で
も
先

に
名
の
出
て
い
る
方
が
ラ
ン
ク
は
高
い
わ
け
で
あ
る
。

(
幻
)
こ
の

O
園
み
の
数
字
は
、
註
(
日
〉
(
川
口
)
〈
却
)
の
そ
れ
に
針
態
す
る
。

(
剖
)
註
(
幻
〉
参
照
。

(
お
)
佐
世
氏
は
こ
の
@
の
数
値
胞
を
⑤
の
繋
麓
と
混
同
し
て
お
ら
れ
る
(
佐

世
前
掲
論
文
頁
三
十
一
・
註
三
十
二
・
論
文
末
の
附
表

I
)。
⑤
は

@

の
丁
列
の
兄
で
、
肋
常
利
の
甥
に
あ
た
る
人
物
で
、
宣
徳
二
年
三
月
八

日
、
明
に
捕
わ
れ
て
殺
さ
れ
た
。
@
は
太
和
六
年
(
一
四
四
八
)
ま
で

生
き
た
人
物
で
、
全
く
の
別
人
で
あ
る
。

(
お
)
註
(
凶

x
m
x
m〉
に
全
く
出
て
こ
な
い
人
物
は
、
宣
徳
元
年
十
一
月

に
駒
常
利
が
ハ
ノ
イ
を
囲
ん
だ
後
、
な
お
デ
ル
タ
地
方
各
地
で
戦
闘
が
一

- 144ー
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年
以
上
綴
い
た
事
を
考
慮
し
、
国
④
と
剣
断
し
た
。

(
幻
)
そ
の
根
鎌
は
、

ω
順
天
二
年
五
月
を
境
と
し
て
そ
の
前
後
爾
方
に
そ
の
名
が
史
料
に

あ
ら
わ
れ
、
か
つ
禦
姓
の
者

ω
列
俸
等
が
あ
っ
て
、
「
園
姓
を
賜
っ
た
」
等
の
記
載
の
あ
る
者

で
あ
る
。

(
お
)
陳
剃
和
氏
に
よ
る
と
、
臨
と
醗
と
は
字
一
音
・
字
義
と
も
似
て
お
り
、

同
一
人
物
と
の
こ
と
で
あ
る
。
校
合
本
『
全
書
』
巻
十

一

紹

卒
元
年

二
月
の
僚
に
附
し
た
按
文
参
照
。

(
勿
)
清
化
集
闘
の
量
的
優
位
は
こ
れ
か
ら
も
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

ウ
イ
ッ
ト
モ
ア
氏
の
よ
う
に

E
@の
存
在
を
全
く
認
識
し
な
い
の
に
は

同
意
し
か
ね
る
。
(
君
主

5
2
P
。、・

2
H
4
3
・日
l
l
m
)

(
ぬ
)
桃
木
前
掲
論
文
、
一

O
九
|
一
一

O
頁。

(
m
U
)

繁
初
で
は
左
右
相
園
・
検
校
卒
章
軍
園
重
事
・
特
進
開
府
儀
同
三
司

な
ど
が
宰
相
職
に
嘗
り
、
宰
相
職
や
副
宰
相
職
に
就
く
者
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
本
官
に
こ
れ
ら
が
加
授
さ
れ
る
の
が
例
で
あ
っ
た
。
藤
原
「
繁
靭

聖
宗
の
官
制
改
革
の
背
景
」
四
九
一
四
九
三
頁
。

(
刊
叫
)
藤
原
前
掲
論
文
、
四
九
二

l
四
九
三
頁
。

(
お
)
以
下
、
功
臣
の
類
型
及
び
ラ
ン
キ
ン
グ
を
こ
の
よ
う
に
示
す
。

(
M
〉
藤
原
前
掲
論
文
、
四
九
五
四
九
七
頁
を
参
照
。
『
全
書
』
『
大
越

通
史
』
巻
三
十
二
察
察
俸
等
に
よ
り
、
彼
に
よ
っ
て
出
位
し
、
叉
彼

の
失
脚
に
よ
っ
て
左
遷
等
の
罰
を
受
け
た
者
を
指
す
。
た
だ
し
、
家
文

台
む
ね

鐙
は
察
の
賜
死
に
「
直
諌
し
て
阿
ら
ず
」
(
『
類
誌
』
巻
七
人
物
誌
同

防
御
〉
、
強
硬
に
反
謝
し
た
震
に
降
格
底
分
を
受
け
た
だ
け
で
あ
り
、
純

粋
の
察
暗
黒
と
は
言
い
が
た
い
。

(お〉

『大
越
通
史
』
径
三
十
二
禦
銀
俸
に
よ
る
。

(
お
)
佐
世
前
掲
論
文
、
二
九
|
三

O
頁。

〈
幻
〉
藤
原
前
掲
論
文
、
註
六
。
た
だ
し
氏
は
察
犬
と
杜
犬
を
別
人
に
し
て

い
る
。

(
お
)
禦
銀
の
賜
死
に
関
し
て
は
不
可
解
な
黙
が
多
い
潟
、
論
評
を
避
け
た

、しV

(
叩
拘
)
他
に
宰
相
と
し
て
繋
畑
出
(
『
大
越
通
史
』
巻
三
十
三
岡
市
博
)
、
参
預

朝
政
と
し
て
鄭
克
復
(
『
金
書
』
巻
十
一
太
和
三
年
六
月
の
燦
〉
な

ど
の
人
物
が
存
在
し
た
。

〈
川
相
)
沼
盃
に
つ
い
て
は
、

『
金
書
』
巻
十
一
太
和
七
年
二
月
の
僚
に
、

前
線
管
禦
盃
に
銭
二
十
貫
を
賜
う
。
盃
、
開
閣
の
勅
奮
に
し
て
、
久

し
く
風
疾
を
摘
す
る
を
以
っ
て
閑
居
す
る
こ
と
十
七
年
。
是
に
至
り

て
疾
少
し
く
疫
え
入
謁
す
。
故
に
特
に
之
を
賜
う
。

と
あ
り
、
早
く
か
ら
第
一
線
を
退
い
て
い
た
事
が
知
れ
る
。

(
日
制
〉
『
全
書
』
の
記
事
は
際
月
の
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
が
多
い
。
従
つ

て
例
え
ば
四
月
の
僚
と
九
月
の
僚
の
聞
に
あ
る
記
事
は
「
四
月
l
九
月

の
篠
」
と
引
用
部
分
を
示
す
事
と
す
る
。
な
お
末
と
あ
る
の
は
年
末
の

こ
と
で
あ
る
。

(
必
〉
こ
の
書
は
東
洋
文
庫
議
〉

H1
2
8吋
の
番
銃
を
も
っ
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
で
あ
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
本
書
に
関
し
て
は
、
。
宮
司
阻
止
。
ロ
0

・

H
W

・・

=国
F
r
o
m
E司F
H
O

〉
ロ
ロ
民
同
三
g
・u

・
句"に町内
H
2
A
A河
内畑町内。町内

、
ミ
ミ
3
2
札
wN
円
h
円
円
、
h
若
干
O
ミ
S
H
ω
AF
H
U
E

に
も
何
の
言
及
も
な

く
、
史
料
債
値
も
劣
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
『
全
書
』
『
大
越

通
史
』
と
は
別
系
統
の
原
史
料
に
嬢
る
と
思
わ
れ
る
記
載
を
多
く
含
ん

で
い
る
。
ま
た
『
全
書
』
巻
十
一
延
寧
六
年
十
月
一
一
一
日
の
僚
に
引
く
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『光
順
中
興
記
』
ぽ
、
宜
氏
の
ク

ー
デ
タ
成
功
の
原
因
が
院
太
后
と
杜

犬
の
二
人
に
あ
る
と
し
、

「
太
后
院
氏
、
牝
舶用
に
し
て
農
を
司
り
、
都

相
回
数
犬
、
狭
兎
に
し
て
命
を
執
る
。
」
と
痛開局
し
て
い
る
。

(
日
制
〉
抗
明
戟
で
戦
死
し
た
李
家

(
清
化
出
身
)
の
子
。

(
川制
)
『
全
書
』
巻
十
二
光
順
元
年
(
一
四
六

O
〉
十
月
十

一
日
J
二
十

七
日
の
僚
に
よ
る
。

(
必
)

『類
一一日叫
』
径
三
十
九

丘
一
制
誌
設
置
之
額
等
に
よ
る
。

(
川
町
)
同
年
四
月
に
諸
術
箪

・
御
前
各
軍

・
餓
突
五
軍
の
終
校
が
全
て
毎
軍

二
員
に
減
ら
さ
れ
た
。

(

U

)

『
類
誌
』
巻
三
十
九

兵
制
誌
設
置
之
額
に
よ
る
。

(
岬
叩
)
鄭
可

(
i⑦
鈎
)
の
子
鄭
造
、
禦
銀

(
i⑦
4
〉
の
子
安
儒
宗
(
本

文
に
後
述
)
、
豪
蘭
E
④
の
子
禦
仁
立
ら
が
仁
宗
の
太
和
年
開
、
禁
箪

の
将
校
と
し
て
名
が
み
え
る
。

(
川
叩
)
更
に
時
代
は
下
る
が
、
鄭
可
の
子
孫
が
聖
志
不
明
で
軍
人
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
る
。

ハ
印
)
宜
民
は
太
宗
の
長
子
で
、
大
賀
元
年
正
月
二
十
一
日
に
皇
太
子
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
生
母
楊
氏
が
騎
慢
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
罰
せ
ら

れ、

翌
年
十

一
月
十
六
日、

庇
氏
の
生
ん
だ
邦
基

(仁
宗
)
が
皇
太
子

と
な
り
、
宜
民
は
諒
山
王
に
降
格
さ
れ
た
。
ウ
イ
ッ
ト
モ
ア
氏
は
、
繋

朝
の
諸
一帝
(
六
代
怒
宗
ま
で
)
が
宜
民
を
除
き
す
べ
て
清
化
出
身
の
母

を
持
つ
こ
と
に
注
目
し
、
こ
れ
を
清
化
集
幽
に
よ
る
デ
ル

タ
勢
力
へ

の

攻
撃
の
一
例
と
し
た
。

d
〈

F
F
5
0
『
命
名
・
町
民
同
・
・
司

-a
-ロ・
5
ケ
ロ
・
5
N

(
臼
〉
藤
原
「
繋
朝
型
石
市
の
官
制
改
革
」
、
四
七

一
|
四
七
四
頁
。

(
臼
)

者

E
5
2
P
。、
・
5
・・

3
・
3
1
8・

(
日
)

佐
世
前
掲
論
文
、
三
六

!
三
八
頁
。

(

M

)

宜
民
以
前
に
は
存
在
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
兵
部

・
刑
部
の
向
蓄
に

救
識
し
た
記
事
が
『
全
書
』
径
十
二
光
順
四
年
(
一
四
六
一
二
)
十
二

月
の
僚
に
見
え
る
。

(
日
)
佐
世
前
掲
論
文
、
三
六

|
三
七
頁
。

(
日
〉
察
朝
史
で
「
中
興
」
と
言
え
ば
普
通
は
一
五
二
七
年
に
禦
朝
を
断
紹

さ
せ
た
莫
氏
を
追
い
排
い
、

家
朝
が
再
興
し
た
時
を
指
す
が
、

史
料
も

『光
順
中
興
記
』
(
散
倹
〉
等
が
あ
り
、
こ
の
逆
ク
ー
デ
タ
も
中
興
と

呼
ば
れ
て
い
た
事
が
知
れ
る
。
本
稿
で
言
う
中
興
は
後
者
を
指
す
。

(
幻

)

巧

Z
E
R
O
-
。、
・
5
・・

3
・Z
1
5
0・

(
日
〉
藤
原
「
禦
朝
聖
宗
の
官
制
改
革
の
背
景
」
、
五

O
一
l
五

O
六
頁
。

(
臼
)
佐
世
前
掲
論
文
、
三
八
l
三
九
頁。

(
印
〉
丘
(
様
を
奪
わ
れ
な
が
ら
も
、
中
興
の
功
臣
逮
は
莫
大
な
世
業
団
等
を

輿
え
ら
れ
た
。
院
織
に
至
つ
て
は、

六
鋲
・
十
九
府
二
十
五
綜
九
十
三

祉
に
分
散
し
五
一
一
一
一
五
マ
ウ
(
一
マ
ウ
は
約
一一
一六

O
O卒
方
メ
ー
ト

ル
)
を
輿
え
ら
れ
た
。

2d
mロ
ヱ
ミ
「
p
a
6
5
ao
E
ロ

ns

『ロひロ
m
a
u同
門
r
凡
三
「
品
川
ω
Q

〈
仕
立
ロ
y
n
F
U骨

M
A
M
-
v
o
-
z
n
p陶

-o
回一

『

Z
O
ロ
m
a
g
F市
口

問

rFf・
-
2
nト
句
巴

P

E∞
ゲ
官
官
・

5
1
5
・

(

m

m

)

例
外
と
し
て
、
禁
軍
将
校
ク
ラ
ス
か
ら
は
、
鄭
文
溜
が
光
順
二
年
に

参
預
朝
政
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。

(
位
)

こ
の
代
表
的
な
例
が
庇
徳
忠
で
、

一史
に
彼
の
娘
(
次

一一帝
愈
宗
母
)
が

主
宗
と
婚
姻
を
結
ん
だ
。
院
織
に
は
八
人
の
娘
が
い
た
が
、
一
人
と
し

て
入
侍
し
た
事
貨
は
な
い
。

(
臼
)
中
軍
都
督
府
は
、
京
師

・
清
化

・
父
安
よ
り
丘
(を
集
め
た
。
ぎ
F
M
H
・

B
o
z
-
。、

-RH・・問者
-HSl
H
8・
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this issue: 1) With what procedures were documents concerning police

activitieshandled? and 2)Ｈｏｗ were police duties apportioned between

the local yamen and the Green Standard forces? The results indicate

that,with regard to question 1), the documents concerning police activities

were handled by the same people and with the same procedures as other

administrative documents.　With regard to question 2),it was the practice

'of the time to send out yamen to handle non-violent incidents and to

send out Green Standard troops to handle violent incidents. But it was

only with the advent of the Queue Cutting Case that this procedure was

put into ｌａｗ｡

　　　

These results confirm the above mentioned thesis for the Qing case.

At the same time, the research indicated the specialcharacteristicsof the

Qing dynasty.　Namely, the Qing state　generated a　huge number　of

administrative documents, and since police documents were not treated

separately, there were apt to be delays in responding to law enforcement

problems.

CONCERNING THE THANH hOa GROUP

　　　　　

IN THE EARLY YEARS

　

OF THE LE DYNASTY IN VIETNAM

Yao Takao

　　　

It is generally recognized that in Vietnam, the reign of the fifth

inperor of the Ｌ&黎Dynasty, Le Thanh Ton 黎聖宗(r. 1460-97) achieved

ａ golden age. The greatest achievement at this time was the consolidation

of the civiland military bureaucratic system. The purpose of this paper

is to clarifythis process of control over military ｏ伍cers.

　　　

In 1427, Le Lo'i黎利caused the abdication of Ming's troop and in the

next year took the throne himself, but politicalpower was in the hands

Of the generals who helped him with this deed. The posts of prime

ministerial rank were dominated by men of the same area as L6 Lo'i,

that is Thanh H6a 清化, and they made up the so-called“Thanh H6a

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－4－



Groupグ

　　　

This system basically continued for the early period of Thanh Ton's

reign. However, later, this formula of having ａ prime minister who was

also serving in the military collapsed,and at the same time, by the efforts

of the emperors of the Le Dynasty, a control over lower commissioned

officersof the palace guard was promoted. From the time of the coup

d'etat of Le Nghi Ｄａｎ黎宜民, the high ranking Thanh H6a Group

almost

　

completely

　

ceased

　

to

　

ｅχist.Then, Thanh　Ton, who became

emperor in ａ counter coup d'etat,took advantage of this situation,and

succeeded in taking complete control of the palace guards. Thus the

prime minister system came to ｅχistin name only. At this point, the

Thanh H6a　Group　was　effectively　reorganized　into　the Thanh　Hoa

“Military Group."

５


